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会長 徳久薑鐵郎

。 、

「倫理．社会」科の発足以来1 0年を経過して、本研究会としては、こ

の科目の果してきた役割とこの会の努力の跡をふり返ってみるよい時織に
fJ

さしかかったといいたい。

この科目の路に曲折はあったが、一貫した社会的使命があった。第一に
V

数えなければならないことは、 日本人の高等学嫁教育の価値について思考

することを導入したことであった。アメリカ的発想による杜会科のもつ平

板的不備(こ気付いた教育方斜の転換はたしかに一着眼であった。第二(こ

は､東洋的教養への顧慮の再認識にあったかと思われる。西欧的合理主義

とて、その母胎は非合理的信仰や実践の伝統の中におかれる。東洋的直観

の哲学の概要は.日本人の考え方の知的基盤である。いつの日､再々用にふ

み切るか、戦後いつの時点が正しい時機であるが。課題であった。

古代ギリシア人のような思考力にめぐまれた民族でさえ、心理の基礎に

は接触した外来信仰や民族本来の神秘的教義がある。霊肉の対立や魔術的

思考からの離脱一非合理から合理への転換には時間と天才の思考訓|練を

累ねてきた経過がある。いまや、日本人の思考形式の転換は時代の要望で

あり、それは教育の使命である。こんごの方向を日本人の思考形式の探求

と樹立に努力を積みたいものである。
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I 付

〔第1分科会〕

・葦名次夫（市谷商） 榎本金之助（市谷商）

・清水洋三（荻窪） 山口俊治（練馬）

泉谷まさ(向丘） 宮崎宏一（江北）

木村正雄（葛飾野） 杉原安（ 東 ）

，綿貫博（小金井工） 小川輝之（羽田工）

平沼千秋（東大和） 東木忠彦（育英工専）

鮎沢真澄（駒場） 竹添溝（荒jll工）

〔第2分科会〕

・細谷斉（墨田川） 小笠腺悦郎（日大二）

･海野省治（江戸ﾉl l) MII府淳夫（教育大付）

吉沢正晶（羽田工） 市川仏乗（駒大付）

G･COMPRI (育英工専）

〔第3．4分科会〕

・香lll 弘（安田学園） 茂野本史（江北）

･大木洋（王子工） 小)li一郎（青山）
夕 借．

： 、石森勇（竹早） 田中正彦（〃石川）

池上裕（池袋商） 御厨艮一（赤城台）

菊池尭（国分寺）

〔第5分科会〕

･坂本清冶（白鴎） 川瀬吉郎（北野）

･高野啓一郎（洗足学園）永上津郎（府中）

佐藤哲男（江戸川） 井原茂幸（永山）

伊藤政貞（北 ） 山本清明（小平）

／ 「

秋元正明（学芸大付）

沼田俊一（大泉）

北腺 ．尭（荒川商）

勝田泰次（本所）

伊藤駿二郎（小平）

木戸能史（育英工専）
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金井薙（豊多摩）

股部武（戸山）

玉j I I雅邦（白百合学函）

佐庵木誠明（鷺宮）

佐藤勲（桜町）

中村新吉（千歳）

津田信一郎（富士兄）

渡辺浩（江北）

柳田学（井草）

野吾信雄（赤城台）
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I研究主題と研究体制ならびに紀要の編集方針

研究部長小川一郎
研究風鄙長沼田俊一田中正彦

／ 〔本年度の研究主題〕

資料を中心とした学習へのとりくみ

〔研究主題設定の主旨と本年度の紀要の編集方針〕

本年度は，都倫研発足十周年になる。その間，会員の熱意によって研究活W

動は着実に進展し，その研究彼域も多種多霧をきわめた｡鉛年度から,い典、､'、
いよ倫社も新指導要領の本格的実施となる。これらを考慮し，研究主題設定： ．：
にあたり，次のようなことを考えた。

，）新指導要領の実施を控え，昨年度はF七つのものの考え方の基本的問
題」が帆究された。

2） 新指導妥領の「3 内容の取り扱い」のアに「さまざまな取り上げ方
」の一つとして「東曲の先哲の著作や言行の一部などとそれに関する設
問を中心にするもの」が例示されている。また， イに「古典に親しむ態
度や習慣を養い，読書によって思索を深める意義を認識させること。」
以下資料学習の重要性が示されている。

3） 授業その他でさまざまな読書課題があたえられているが， まだその選
定について充分共|可研究がなされていない。

4） 貸料学習に取り組んだすぐれた実践がある。

以上のことを考え，上記の研究主題を設定したのである。

．しかし，本年度は， さきにもふれたように都倫研は十周年を迎え，その記
念事業として『「倫理．社会」教材化の研究』を出版することになり，当初
の計画通り，紀要を編集すると，内容に重被する面が生ずるので，次のよう
な方針で，本年度の都倫研紀要巣'1集は編集することにし･た。占 い ， ・

－5－

当
ｇ
ｕ
ｏ

一二一地 ■少デー 苧 ｡ ▲凸ﾛ 』 宅一



’

基本方針としては，研究例会お主び分科会活動など会員の共|可研究の成果

を中心噸集する6従次研究投菜報告;研究例会.分科会の研究発表を，
． ‘ ..‘ ： ； ・-. .,. ・ 』 1 ． .

優先的に掲載することにした。なお，分科会ごとに生徒に読ませる推薦図書
を討議し，選定したのも一つの特色といえる。

ここで一つ断わっておかなければならないことは－以上の方針に基づいて

編集がなされたので,一つ一つの論文が向じ形式を踏んで書かれていないこ

とである。そのため，多少主題からずれるものもあることは止むを得ないこ

と左のでこの点ご了承いただきたいものと思う。

1
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〔研究組織と研究方法〕

1）新指導要領の内容をいくつかのパートに分けて，分科会を組織し，研

究をすすめる。継f亮研究として特別分溜会「高校生をどうとらえどう指

導するか」も設置する。

第1分科会 「現代と人間」

第2分科会 「思想の源流」

第3分科会 「現代と思想I,近代思想」

第4分科会 「現代と思想Ⅱ，現代思捌

第5分科会 「日本の思想」

特別分科会 「高校生をどうとらえどう指導するかj

※世話人を2名ずつ，特別分科会は4名選出

2）研究方針

①分科会の中でそれぞれの学習内容について， どのような費科を取り

上げ， どのようなねらいのもとに， どのように扱うかについて研究討

・議する。

②各分科会ごとに生徒に読替誹題としてあたえる本について研究討議
する。

③－冊の本（原典など）を使用した授莱実践を発堀し，研究討議す為
り qザ

－6－
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Ⅱ研究会の全般的活動の概要

.＜第1回＞ 5月26日（金）鯰会・研究発表大会都立教育会館
： 1 ． ，

1）総会 ・

挨拶 会長徳久鉄即氏

決算の承認 ・ 都立豊多摩高金井肇氏’

事業計画･予算･新役員の選出 都立千歳高 中村新吉氏

研究事業計画･研究主題の提案承認 都立青山高小川一郎氏
V

2）研究発表
、g

「昭和46年度の総括報告」 都立赤城台高御厨良一氏

「倫社教育と生活指導の接点」 都立荻窪高 清水洋三氏

3）識演

「この頃思うこと」 評論家 友だいなだ氏

く第2回＞ 6月30日（金）第1回伊吟都立駒場高

1）研究授業

「現代と人間関係一自巳展崩学習」 都立駒場高 鮎沢真澄氏

2）研究発表

「本年度の私の授業計画」 都立小石川高田中正彦氏
巳 ､ 0 ｡ . 0 も ,

都立墨田1II高細谷斉氏
弓 ．

3）講演

「現代と倫理」 、 東大教授今道友信氏一

4）分科会

分科会の結成，世話人の選出，分科会年間研究計画の決定

く第3回＞ 9月26日（火） 第2回例会都立羽田工業高

1）研究授業

「工業高校における「倫理・社会」内容の取扱いの一案」

－クループ輪読をもとにして－

， －！ ‘､ ， 都立羽田工高吉沢正晶氏

－7－
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「日本の女性思想家をとりあげて」 私立洗足学園高高野啓一郎氏. ｛ ： ' 1 , 1 f

職詮J "卜臘診…。 都立白圏高坂本清治氏
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, i'"l
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Ⅲ各分奉陰の研究経過報告

第1分科会（謝tと人間）

〔第1回〕 昭和47年9月14日（木） 於都立荻窪高校 9名

1． 分科会研究テーマの確認

ア資料を用いて榊造化する場合の視点は何か

イ資料には，読書だけでなく統計や視聴覚教材の利用も考えられないが

ウ読香課題の選択についてどんな点に留意すべきか
w■

エ実際に使って好評だった文献にはどんなものがあるか

2． 小川輝之先生（羽田工高）の授菜プランについて

ア公害にあらわれた現代社会のさまざまな問題について

イ 公害におびやかされる現代の人間の状況一何が人間の幸福か

ウ公害に倫理．社会として真剣に取り組むために

エ一つのテーマを通じて現代社会の凝滝した問題を考えそこにおける

現代人の問題を浮きぼりにさせる－その様な可能性の追求の必要

〔第2回〕 昭和47年1U月27日（金） 於都立荻窪高狡 10名

1．読替課題の文献をいかに選定し共通素材としていくか

実際に使って効果的だった本を4～5冊にしぼり狙いや解説をつける

持ちよったリストを中心にさまざまに検討した上でアンケートを作るこ

とになり，次の様な視点を検討した。

ア一般的良書でなく，実際に捜莱で用いた繕果や反応がどうであうたか

イ ．どのような観点からその本を教材化できるか

ウできれば,問題鋼を中心とした資濡の構造化をはかる
2．葦名次夫先生（市谷商高）のプリントについて

ア倫理・社会の意義をどこに見出すか
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イ人間と集団家庭と人間，職場と人間，地域と人間をめく・って

8・ その他木村正雄先生（葛飾野高校）杉原安先生（東高校）伊藤駿二郎

先生（小平高校）清水栄三（荻窪高校）などの先生から貴重な資料を発表

していた暫く。

‘ 4・東木忠彦，木戸能史両先生（育英高専）の燗究投業資料について

ア自己展開学習と倫理・社会の授業（とくに講義・知識中心の技莱）

イ副読.本「人間を考える」の考え方

ウ沈思黙考による作業の深化

エ教授・学習過程理論からみた自己展開学習の考察

オカウンセリング的教育観と倫理・社会の授業

（自己理解．自已変革・自己実現と倫理・社会）

〔第3回〕 昭和47年12月1日（金） 於都立荻窪高校8名

1． 読霧課題の文献アンケート集計と結果の検討

7 80冊近いリストからABOの視点により約10冊の本を選び出す。

イジャンル別に選定理由を話合う。

ウ視聴覚資料についてはヒントとしてのくる。

2．研究紀要執筆打合せ

アテーマ及び執筆方針の確認と分担

（特に中心となることは，研究例会における研究発表．研究授業と分科

会活動であることなど）

3． その他滑水洋三先生（荻窪高校）葦名正次先生（市谷簡高）の授業資
料の発表など

〔全般的に〕

多彩な研究員諸兄の豊富な授業内容の紹介を中心に，研究会は毎回時間オ

ーバーとなる密度の高いものであった。特に新進気鋭の若手とベテランとの

熱のこもった研究，交歓は参加者にひとしく好評であった。共同討議の結果
は，先薙諸兄の「現代と人間」のよりよい授業の参考になるものと確信して

（清水，葦名記）′ いる。
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第2分科会（思想の源流）

第二分科会は， 6月30日の駒場高校に於ける都倫研究例会の後､顔合わせ．

を行ない第一回目の分科会研究会とした。メンバーは十名である。以後2回

"}究会を開いたが，当初計画した上うな活発な研究活動をすることが出来ず．

に終ってしまった。分科会世話人の力不足をメンバーの方々にお詑び申し上

ける次第であるo ，‘

第二回研究会 9月5日（火） 墨田川高校で開いた。新学期早々で出席

しにくい時期であったが，吉沢， 月l府，海野，小川輝之，細谷のメンバーとv
で回

研究部長の小川一郎先生のお集りを頂/､た。分科会としての研究活動の具体

的検討と第二分科会が担当する都倫研の第二回研究例会の内容を決定するこ

とが議題であった。思想の源流は人生観・世界観の全指導領域の中で，いか

なる意味を持っているのか，実際にどのように指導しているか話し合いが行

なわれたが，思想の源流は比較的に指導内容がはっきりしていることもあっ

てこれまでにも研究が種み重ねられており，今後の研究はさらに堀り下げた

ものでなければならないとの認識に達した。即ち具体的には，思想の源流の

所はいわゆる四聖人，人数の思想史･糖神史の上で最も基本的な人間や世界

の見方をつくり上げた人々の指導であるわけで，倫理社会の要となる部分で

ある。従って，私達は論語読みの論語知らずに陥ることのない主.うに，原典

とじっくりとり組んで自らの孔子観や論語観をつくりあげていかなければな

らないということを確認し合ったのである。現在の教科書や資料集などに盛

られている説明．解釈をのりこえていく自己報と協|可研究が必要なので

ある。このような方針を打ち出したのであるが，実際その後研究活動が不調

に終ったことは先に記した通りで遺憾なことであった｡今後進めていき泡ﾊ。

都倫研の第二回研究例会については， 9月に羽田工業高校で行ない，吉沢正

晶先生に公開授菜を小lll輝之先生に研究発表をやって頂くことに決専騒求｡ノ

第三回研究会 12月8日（金） 月l蹄先生にお願いして教育大付属高で

－11－
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謹蕊職交秘倫研第二回の研究例崖について＞

篝蕊■ ,月26日(火)第二分科会の担当で第二回の都倫研例会が羽田工業高校
i::蕊螺::群i ::::::熱舟;も

蕊蕊職:で髄かれた｡工業高校で都倫研の研究例会を開くのはまことに久しぶりのこ
:讃･識::..::.:･蟻:：.:::.･ ･･:.:... ． ・ ・ ・

蕊菱とであった｡まず吉沢正晶先生が公開授業をされた｡先生は,餓近の工業高
：.:..::華:::.:.:.:. .･･･: ： ： ．． ． ． 、

議蕊職校生の学力水準と学習意欲の低下に正面からとり級まれ，指導内容と方法の
魚篭鞍:: :: :ざ:::; : …
.:..:::..:.:.....:.:....:.. :. .. ． . : ､

織職寧捌意工夫を試みられて， 「原典資料のグループ･輪読」を中心とする撹業を展繊
蕊鴬識;総 ：

§識溌關哉"島生徒達はｸ鯉‐う'ブに分れ,それぞれ原典を手に熱心に読みかつ考え
：..::.:.；:..... :::.F:. :.:......:..■ ： .:.： ． ． ：、 '

鐙:::識:: ::幸i:::::: :: ， ‐

蕊溌鷲捷噛だ｡一さつの古典に真剣にとり組む生徒の後姿には倫理社会という教科

;蕊職の重味が感じられた。その後， ｜可校の小jll輝之先生が， 「現代と人間の指導
蕊譲:: ： ・

灘:職§ ､について一現代社会の特質についての指導案」と題し研究発表された。公害
:議詳:: :

蕊溌簿:問題を中心において,現代の科難術のあり方や人間と自然とのかかわりを
篭議:鈴: ： ::

識蕊職: :検爵するという内容であった。その後，佐藤先生を講師（講演者としてでは
識議“:;: :: ､ ・

灘識:､ #なく助言欝師としてお､招きし討歸に加わって頂くというスタイルにした）と
難:識#;::

撚蕊蕊#して，倫社の原典学習について，話し合いが持たれた。腺典学習の重袈住は
::瀞鍵:､
:: . ... ... :． ･ ･･ ･

溌笈:::常に指摘されることである力､誌語なら論語を教授者がいかに醜みとり,教
鍵舞i:: 。 ：
蕊蕊:¥材化するか， ということは容易なことではない。学問的な正確さを踏まえつ
. ;...:.:.::.. :: ..:..:::....: . . . ､

篭蘇:蕊i:::i:::!:: ::; :
:::.::::.::...:.:.: .:: :.:群:: ..:..:::. ： ．：

灘灘”:つ，生徒の状況に適合する教材化はいかになされるのかは今後とも研究され
灘蕊:::;鐙 .

;職蕊:‘‘湖ばならない。討瞼の席上では，鐵語の中にみる孔子の社会意鎚社会思想

篭簔琴や儒学の東洋思想史上における位置づけが問題とされた｡佐藤舗師からは思
: : ::鼻 : !:麹::: 1 : :: ‐ . ・ ‐

蕊溌職想の思想史上の位腫づけは学問的にも実にむずかしいことでよくわかってい
熱:::::::::: 窯: .

:灘､､驚擬､ ::: ≠ : ‘壷いことが多いと御指摘があった。要するに古典や原典というものは自らじ
： .: ..:..:.:. :.:.･･･: . : ...･ ･ ･･

蕊:: :;:： 』つくり読み進み研究していくことが何より大切だということを教えられた。
蕊: ｡

蝋亨》 ： （海野・細谷記） ：
驚蕊# : : ‘

・ 4 －12－
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第3 ． 4分科会（現代と思想）

われわれの分溜会は，本年度は会員も少ないため，第3分科会と第4分科

会で合向し， 3・4合1句分料会として発足しました｡駒場高に於ける都倫研

第1回例会に於て世話人を選出し，夏休み中に各自テー･マに沿って自主的に

研究し，問題点を9月以降の会合で具体的に討論していく事になりました。

第一回分科会を9．月1 1日千歳高で開きました。当日， 6名と参加者は少数

であったが活発な意見交換がなされました。先ず最初に，生徒への推薦図書

の選定に入ったか，近代現代の思想の分野にかかわる読ませたい本といって
f凶

も，難易，価格，分懲入手可能の問題等から考慮すると， しぼるのが難し

く，一応数十冊の腺典を列挙し， この中から今後しぼっていく事にした。次

に「資科を使った特異な投菜実践」研究を中心に本年度分科会活動を進める

事を確認し，各自資料学習の体験を出し合い話し合いに入った。

第2回分科会は， 10月17日青山高で参加者7名で開力れまL"上｡先ず授業

実践報告「倫社教育の一つの試み一青年の生き方をめぐって， （王子工

大木）の穀告をうけ，討論に入った。報告の骨子は，文学作品にあらわれた

青年物の生き方，現代社会に於けるいろいろな青年の生き方を論ずる事で，社

会認識を深め， これを思想学習にも反映させようというもの。この方法に対

して，論文対象として数十冊の臓典資料を限定指定する方掻あるいは又「

エッセー」を課する方法等力､各自の体験等をとおしていろいろ出された。

ここでは，教員の守備範囲の問題や，基本的知識体系教授をいかにして確保

していくかの問題等がいろいろ論議された。

第3回分科会は12月5日鷲宮高で9名の参加者で開かれました。先ず， 「

研究報告「世界史教育と倫社」との相互関連をどう深めるか」("化高茂

野）を行ってもらい， これを中心に討議を進めました。報告で憾世界史教育

の担当者から見かつ日常感じている倫社教育の問題点力§ﾕﾆｰ弓クな角度か

ら論ぜられた。先ず，文化史等の両者に共通する項目がかなりあり重複して

－13－
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「

いる罫しかも'可一学習事項を両者が進度的にもバラ'fラに伝なうため，生

徒の興味を失なわせているのではないかと指摘された。更に設睡学年の問題

で， 3年で倫社を履修させ，政経と関連づけて履修させるのも一つの方法と

，提起した。討論では，倫社が社会科社会から分れてきた過程，京都での総

合社会への復元の試み等活発な意見交換がなされた。

本年度活動をふり返って総じていえる事は，思想史の学習のあり方も一つ

の曲り角にきているのではないか。高校も，生徒もこれだけ変容しつつある

現代思想史をその.まま調義してもどれだけ生徒が受け入れ成り立つのｶー
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このへんが大きな謡題として提起されたといえる。

(香川・大木記）
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第5分科会（日本の思想）

＜発…足＞第5分科会は， 6月30日（金）都倫研第1回研究秒u会におい

て，会員6名により，事務局研究部提案の本年度研究活動計画に従って､1賃
為

科を中心とした学習をどのようにすすめるかというテーマのもと雁F日本の思想」の

分野において研究することとし，世話人2人（山本・高野）を蝿出し,次回

の研究会までに，①「日本の思想｣'，のところで， どのような資料を取り上げ，

どのようなねらいのもとに， どのようにとり扱う力℃ ②「日本の思想」の

ところで，生徒の読番課題としてあたえる本としてはどのより左ものがあるv
吐醇

か。表どについて各自緋究してくることにした。

＜第1回研究会＞ 9月29日（金）都立小平高校 参加者7名

この日は，小川研究部長をはじめ7名の会員が参加し， 4時半から6時半

まで熱心に研究討議したbまず， 「日本の思想」のところで読書課題として

生徒にあたえる本1～3冊について，参加者全員にあけてもらった。 ．

懐装 「道元語録正法眼蔵随聞記」

唯円 「歎異抄」

伊藤仁斉 「童子問」

福沢諭吉 「学問のすすめ」雁翁自伝」

内村鑑三 「余は如何にして基督信徒となりし乎」

西田幾多郎「善の研究」

和辻哲郎 「風土」

三木清 「哲学入門」

股辺照宏 「日本の仏教」 ：

鈴木大拙「無心ということ」，

岡倉天心 「茶の本」

I

~

そのほかにも髄元禅の入門書」として，増谷文雄箸『仏祖正伝の道一正
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溌
革蕊識舞: : :: :

灘蕊: ： ＜篇2回研究会＞ 10月27日（金） 都立井草高校参加者3名
鍵蕊蕊秦 ・ ・

蕊蕊ffJFO日は#会員各位が極めて多忙だったためか参加者が3名しか塗く，つ
灘蕊溝､ :､ ､いに流会に凝ってしまったことは， まことに残念なことであった。
:鍵蕊懲:; : ; ､･

鱗職いく第3回研究会＞12月1日（金） 都立井草高校参加者’0名

！;蕊ざ前回瀧会に筵ったことも参｡てか, この日憾出席者が‘ ，名に達し, ‘嶬
;鱗職:!'*: 卦幼Aら7時まで熱心に誹議したことは誠に喜ばしい限りであった。この日は
:竃::::蕊::§零::: ：:;:、 :i::
: :蕊:蕊鞍::::: :: ; ;::: : :: : :…

職蕊::橇ず読謡課題として生徒にあたえる本をどれにするかを最終的に決定した。

蕊琴■ ？つぎに紀要術分鍾の件を決定し, さらに2月,日（金）の酬究例会の内容
： ：:､蝉:..#.:.･･･:.･弔. ....： .........．

i蕊蕊ごずゞ ,について検討した。そこで， 2月9日都倫研本年度最終例会において，洗
i鐸溺〆::: #: ％

蕊蕊職: ： ・足学麗溌一高等学校の高野啓一郎先生に「日本の女性の思想家について」と
鍛蕊:麓職：

蕊蕊蕊議: …いうテーマで公開授菜をしていただくことになり， さらに研究発表は，都立

蕊溌麓: 白鴎高等学校の坂本溝治先生が「親駕一歎異抄を中心として一」とv,うテー

讓簔毫旬でやっていただくことにな｡た。::蕊鐸: i:‘

:蕊菱■J■1■“‘”究会〉,月,日（金） 洗足学闘嘉一高等学校 ‘
I :報職蕊幹: : :％ ，

i: :鑑識､:: ､ この日は，われわれ「日本の思想」分科会の殿終発表会に当り，多数の都

蕊蕊ざ、 倫研会員各位の出席のもとに，公開授業と研究発表が盛大に行なわれたd洗

;蕊蕊際 …‘『 建学園第一高校の高野先生には, 「日本の女性の思想家につ''もて」というテ
蕊: :: : ; : :: : ::

:､ :蕊…*、 、 －マで極めてユニークな授業を展開されたL，都立白鴎高校の坂本先生には.「
蕊繁簿:: ： ゞ

溌職， 親鮮歎異抄を中心として一J.というﾃｰﾏでも醗な研究発表をさｵ'､参
蕊議五加した会員諸氏に感銘を与えたもなお研究協議も極めて熱心に行なわれ有意
蟻蕊職ゞ 蕊であった｡ （高野・山本記）
｡:酔 ・: ｡:｡.:...:.鍔:｡::.:｡.｡.･:｡:｡ .｡...･::.｡.:... .｡...｡..:. ． 。 ・

も鑑識黙;:蕊:::鍔: : : : : : :::… ： ： －16－
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高校生問題特別分科会

1．．活動経過

51216締会において過去3ヶ年の流れの上に本年度も特別分科会設置b: . :､ｰ

9．2．1.世話人選出 ､ :． 、､ . 、

9．26これをもとに，羽田工高で行なわれた第2回例会の折，本年度研究

方針が示され,…活動の方向が具体化されたひ．それにエると，①分科会設定の

趣旨･-紛争を契擬に始まづたが,情報・交換を通じて価値観の流動する現代

社会に倫社教師に高校生をどうとらえるかという共通原理が求められているv
、ざ庫

②年度ごどに実践記録6調査・座談会の三本柱で編集1～3.集の研究集録

を作成してきたが，③'）個人的な考察とともに共同研究もかなり進んでいる

が， どの分野でどこまで考察がすすんでどこで行詰っているか整理されてい

ない。 2）連帯感の喪失,"注徒会やHBの崩壊など問題点がかなりはっきり、

してきたが， どこに指導の重点をおくかが明らかにされていない。と指摘さ::；

れた。④本年度は以上の経過をふまえて')今までの研究成果も含めて一冊の

本にする。 2)そのために4つの分封に分け今までの実践記録などを分析し

総括する。3)4人の世話人を選出， 4つの分野を担当，その分野の発表を中. ・

心に研究会をもつ。第1回10月中旬。 4)世話人を細谷氏(‘学習），永上氏

（集団），木村氏（日常生活).，大木氏(社会活動）に決定した｡､ ､ ，

10． 12 この間，出版社は第一法規に決定，編集会議を行う。席上第5分

野に（価値）を加え，沼田氏を追加した。 、

10. 28第3回都倫研例会には高校生分科会も合流した○この日は第-1分

科会から清水氏（荻窪高）に､よる公開撲菜「倫社婚導と生徒指導とのかかわ

りあいをめざして」とテーマによってロ:宗教が人生にどん友.意味をもつかに

ついて考え生活への内面化をはかる試みが行表われた。次に発表に入り，世

話人を代表して「学習意欲について」細谷氏（墨田j嫉高）が大へん意欲的
凸 ■ ､ ｡

‐､ ． ’ ､ -

1
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友発表を行なった。最後に教育大助教授鈴木博雄氏にエ･る「現代の高校生の

意識と行動にどう対応するか」という講演があった。 現代は時代の変動期

にあり，ライフ．ヒストリーからすれば,今の高校生は昭和3畔代から急激

に変化した社会の様相(Tvの普及）の中にある。このような状況に対応し

てわれわれも枠を変えて対応しなければならない｡したがって授業のあり方

や発想の転換が必要である旨のべられた。終了後高校生分科会にうつり，世，

話人が問題提起した骨子をもとに分野ごとに討議がす＆められた。この日，

今までの集録をもとに「現代の高校生像一指導の手がかりを求めてー」（仮

称）という書名及び編集方針が決まった。 I～V分野ごとにB・実践的考察

を中味としてA.問題状況がのべられ, C･分析．展望を上記5人が新に執

筆することになった。又， このあとB実践的考察原稿依頼を行なう。

11. .27第一法規にて第二回編集会議

前回の全体討議をふまえて，世話人の練り直した分折．展望と問題状況執筆

者も加えて1名で原稿検討会を行なった。関係者は下記の通りである。

中村新（千歳高.)，菊池（国分寺高），金井（豊多摩高），小川一（青山

.高)紹田(大泉高),佐倉木(鷺宮高),清水(荻窪),中村佑(三田高)

細谷(墨田川高)，永上(府中高)，木村一(葛飾野高)，大木(王子工高）

12． 19第一法規で第3回瀧諜会議

前回不充分なC分析．展望の再々検討及び．原稿集録 ．

：1； 9 最終編集会議

以上が活動の経過である、今年度は分科会として新に継統研究をするという

のでなく, .主として上の趣旨によって第1集（高校生をどうとらえるか－

,指導のありかたをさぐる一S. 45年度報告),第2集（高校生をどうとらえ,ど

う指導するか. 8. 48年度報告)第3集（高校生をどうとらえどう指導している

か-普遍化への手がかり一s､ 47年度報告)の中から世話人が中心になって
運んだ鏡文をもとに加篭あるいは新たに起租したも”§中心であるだに必

ずしも会員諸氏の活動が充分でなかったことをお詑びしたvもと|可時に都倫研の
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Ij

実紙を世に問うことになった趣意をご理解願いたい。そのため，編集委員し．

ベルでの意見検討時日熱し，特に分析.展望については相当のエネルギー

を費したことをご薪告したい。

2． 『現代の高校生蜘一指導の手がかりを求めて一 内容抄録

序現代社会と高校生 （中村新） f 『1 . :

(1)学習へのとりくみA問題状況（菊池) B実践的考察 1.学習意欲．． ： ・

を失なわせているものは何か（村松）2学習意欲の喪失について（小

lll輝)3学習意欲を起させるためには(吉沢)c分析.展望(細谷）

(2)校内の集団生活A問題状況（佐々木)B実践的考察(3:IHR集団の現

状と問題点(渡部)2HR経営におけるソシオメトリーの効用(紐ゾー
ざ画

3.生徒会の問題点と指導の方向（佐食木）.4.生徒会指導の今後の方向

（佐藤哲）5生徒会の問題とその対策(杉原）6生徒会オリエンテー

ションについて(村松）7.クラブ指導の心得（永上)c分析展望(永上）

(3) 日常生活への態度A問題状況（清水)B実践的考察 1孤独について

（永上）2.飲酒.喫煙の指導について(伊藤駿）3.高校生の服装問題．、 ！ ‘ ．

について（伊藤駿）4孜内遊戯場化の問題（佐藤哲）5.現代高校生の

住意識（木村）6.性教育について（御厨)7高校生とレジャー（木村）

c分析・展望（木村）

（4） 高校生と政治活動A問題状況（中村佑)B実践的考察 1自己と生徒、
： ． 。 j‘

の退廃をこえて（御厨） 2高校生と政治（渡部）3.政治活動一ある政

治活動家をめぐって一（佐々木）4紛争をのりこえて（沢田)C分析
． ･ ･ も ．

・歴望（大木）

（5） 高校生の価値意識A問題状況（金井)B実践的考察 1自主的行動と、｡. 1

意的行動（秋山）2.現代高校生の退廃とは何か（御厨）3.現代高校

生とアナーキーへの憧れ（小川一）4現代高校生の価値意識と行動の

問題(坂本.中村新)o分析.展望(沼田)あと力建('NII･.輔≦金井）
末尾にこれまでの研究参加者名簿一覧。 （永上記）
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都倫研は，昭和37年11月20日都立忍岡高校で孤々の声をあげてから，

今年でちkうど満10年を違えた。新科目「倫理．社会j職，昭和39年度

から発足した斌都倫研はこの科目の発展のために，大きな推進力と左づて

活鬮してきた｡ひとえに会員一同の研鐙の賜である｡

そこで，十周年を記念して実のある事菜を行なおうという意見がもちあが

り§昭和47年.5月26日の都倫研総会においでつぎの五人が企画委員とし

て委嘱された｡村松悌二郎(東村山高)，御厨良一(赤城台高)，金井肇（

豊多摩高），小笠原悦郎（日大二高），佐々木誠明(鷲宮高）の五氏である

五人はその後数度にわたって，事務局の中村新吉（千歳高）,・菊地 （国分

寺高）の両氏とともに会合をもち，その結果二つの記念事業を企画した。一

刻ま記念大会および祝賀会であり， もう一つは言稔出版であった。

①龍念犬会および祝賀会

記念大会は,全僑研の鱗・甲信越大会との共催のも．とに，昭和47年11
' ． . ､ 寺・さ . ”

月18日都立赤城台高校で開催された。大会の中心テーマは「学習指導内容の

焦点をどこに求め， どのように指導するか｣であり，赤城台高校の御厨良一

氏の研究結果，全体研究討議,分科会，真如会主幹紀野一譲氏の講演の順で

進められた。多数の参加者をえて，盛況のうちにみのりある研究成果をおさ・

めることができたことは， まことに喜ばしい限りであった。

ついで夕方から赤城台高校近くの｢喜楽｣において記念祝賀会をもった。

参会者総計37名，それぞれに往時を回想し，さらにまた将来の展望を語り

あう左どして，歓を深めえたことは嬉しいことであった。斉藤弘氏（文部省

），武藤一良氏．酒井俊郎氏（都教委）,、西村忠氏（都研），梶哲夫氏（東

教大群蟻山一人氏(前副会長）の御列席をえたことを感謝したい｡復鄙合に

“矢誇雄氏(鮒会長),秋山明氏(綱会長),和辻夏彦氏.船本治義氏
（副会長）のお姿が見られたかつたこと脇まことに淋しいことであうた。
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②記念出版

：記念出版は，過去101年教育実践をふまえ, 70年代の倫社教育の方向づ

けを模索するという壮大な意図のもとに， 『「倫理・社会」教材化の研究』

という書物を東京替籍株式会社より発行することになった｡6月以来企画綴

集委員・事務局および編集協力毒永上騨朗（府中高），伊藤駿二郎（小平

高）,’細谷斉（墨田川高），坂本清治（白鷺高），小川輝之（羽田工高）の

諸氏は，数次の会合を重ねて出版企画を練り，その結果，プロット，執鐙要
ダ ウ

領などを作成し，夏の大会直後，全会員および関係者に執筆依頼をした。幸

いにも10月中旬には，執筆者全員の熱心な協力をえて全原稿力喋まったの． ~

で，直ちに印刷にまわすことになった。 ゞ画

企画に当って留意したことは，第一に，学習指導要領を具現した内容纈成

を試みたことである。すなわち， 「ものの考え方の基本的問題」と「さまざ

まな取り上げ方」を組み合せ， 「考えさせる倫社」を目ざしたことである。

第二に,全体を二部構成とし,第一部に理論編をおいたことである｡第一部

では,-倫社の基本的性格とそのねらい， また高霞育のなかで果たす役割や

意蕊についてこれを明確に位憧づけb第二部ではこれをふまえて授業の実践

を明らかにするように配慮した。第三に，すぐ~に投莱に役立つ内容と展開を

くふうしたこ‘とである。第四に，現代の高校生の意識や行動の実態をふまえ，

生徒と遊離した倫社教育にならぬよう，現代とのかかわり，現代に生きる人

間とのかかわりあいにおいて，考えさせたい問題・自覚させたい事柄・注目

させたい事象な､どを明らかにするように留意したことである。第五に，高校

教育全体に対するアピールを試みたことである。すなわち各テーマの終わり

にく発展的まとめ＞をおき，校長はじめその他HRの教師などが，講話や話

題として取り上げられるよう，生徒へのアピールをのせ，高佼教育全体に対

し，倫社の面からのよびかけを試みるようにした｡

冬来りなば春遠からじ。記念出版の完成の日も近い。直接手にとってみる

日の喜びを想像じつつb十周年記念事莱の報告を終わりたvも（佐倉木誠明）
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｢雲二喜莉雲］－分科会

ー

（現代と人間）
｡

現代社会と生きがい

都立葛飾野高等学校木村正雄

〔とりあげた理由〕 ．:

11今や「生きがい論」がさかんである。現代社会は倦怠や虚無感を生じ

させるとともに， 自然に生きる喜びや自ら労して創造する喜びを奪う傾向に
f p

ある。したがって，多くの人々はマスコミや流行，価値観の多元化の中で生

きがいを切実に求めている。2，現実の社会にある高校生も三無主義といわ

れるように無気力状況の中にある。 「なんの先めに勉強するのか」， 「どう

生きたらよいのか」， 「充実した生活がしたい」など，多くの生徒力逵きが

いを模索している。生きがいを自分で発見工る磯縁が必要ではなかろうか。

3 「現代と人間」は「人生蔵・世界観」への導入でもある。現代社会を科
一 ′､ ；

学的に理解した上で，それではどう生きたらよいか， どこに生きがいを見出

せはよいか， さまざまな生きがいについて学ぶことは人生観・世界観を広め

深める契俄となると考える｡ ’・

〔指導のねらし､〕

1生きがいを生きがい感として感覚的に感ずるだけでなく，生きがいとは

何かという認識上の問題としてとらえさせる｡ (人間とし＄ての意味つけ，価

値づけ， 自己存在の理由の追求など） 2生きがいのある生活とはどんな

生活かをさまざまな人々の生きがいのある生活を通して， 自己の生きがいを

具体的に考えさせる。3生きがいのさまざまなとらえ方のあることを知ら

せるとともに， これらを詔曲する態度を養う．。4生きがいの問題は，現代

社会の将質と深いかかわりあいのあることを理解させる。5各自，生きる

べき目標に積極的に取り組む姿勢をもたせるとともに，充実感あふれた青年

らしい生きがいを求めるよう志向させる。

『
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蕊蕊識了生きがいについてさまざまな考え方 ア高校生の生きがい

：蕊琴■イ露識としての生きがい感(価値基準が前提） 生きがいの喪失
蕊菱，J■ Ⅱ立些きがいを求める心(自己実現への欲求など）生きがいの対象
蕊蕊瀧: ; : :
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識蕊: i: ､" : :室生きがいの特徴（自発曲遊びなど） イ生きがいの変化
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:蕊鮮: ;:§ ； オ生きがいの対象（仕事勉強，家庭など） 年令的，職業的，階
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::":

::礎： 加藤諦三：自巳の成長であり， 自己能力の増大であり， 自己のうちに何かが
瀞＃
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思い悩んだりすることが出てくる。この時は明らかに浬識上の問題となるわ

『けで，大まかにいって次のような問が発せられるわけであろう。①自分の生一

存は何かのため， まただれかのために必要であるか。②自分固有の生きて行

く目標は何か。あるとすれば，それに忠実に生きているか。③以上あるいは

その他から判断して自分は生きている資格があるか。④一般に人生というも

のは生きるのに値するものであるか6……上にあげた四つの問に答えるには

すべてある価値の基準が前提となる｡｡…も．生きがいというものが特に謡磯上

の問題となるのはどう､いう時であろうか。いうまでもなく青年期は一般に，

最も烈しく段も真剣に生の意味が問われる時期である。いったいどうして勉w
‐ 、J酋

強などしなくてはなら.ないのか， どうして生きて行かなくてはならない〃j，

どんな目標を自分の前においたらよいのか， と不安と疑惑にみちたまなざし

で問いつめる。……ところがその青年たちも大人になると，いつしか生存の

意味を問うことを忘れ，ただ生の流れに流されて行くようにみえる者力琴い。

（神谷美恵子：生きがいについて P27～299 みすず書房）

《自巳生存の価臓基準が前提となることを内省させる。 》

3生きがいの実態

ア高校生 、･ ･ ：

Q1.現窪あなたは生きがいを感じていますか, .(都内高校生432名

｛難;2年生)感じている:男子3"樋女子'5‘感じていをい:男…
子246：女子22.5 どちらともいえない：男子43．3 女子58.1

b デー

Q2. あなたは何に生きがいを感じていますか。

スポーツや趣味にうちこむとき：男子33．0 女子22．5

友人や仲間といるとき ． 〃11．0 〃 18〃

親しい異性といるとき 〃 ：18．0 〃 3．7

他人にわずらわされずひとり-ひ創るとき〃･9.5 〃 15．6

家族といるとき 2．5 〃 6．8

勉強にうちこんでいるとき ． 4.4’ 〃 4．3
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社会のために錘つことをしているとき ：男子3．6 女子 2．5

その他 n3.9 11．8
』 、

無答 3．7 13．8

Q8.いまの日本の社会にあきたらないと感じたことがありますか。

．大いにある：男子47.4女.子33．1少しある：男子33．0女子51．2

あまりない：男子10．2女子11.2全然ない：男子5．5女子0

その内容は，正しいと思うこと力通らない，貧豊の差がありすぎる。

まじめな者がむくわれない⑨社会のしくみがきまっている等が多い。

《自分たちの学校・学級などと比較させるとともに，生きがいの生きがいの

喪失の原因の理由など， また， なぜその対象に生きがいを感ずるのか，話

し合わせる。 》

イ，生きがいの変化

年令別生きがいベスト4 （瀞水幾太郎：余暇時代と人間） ‐

15,,19才～24～34 ～44 ～54 ～60

1．仕事（勉強)仕事子ども 子ども子ども平凡

2. DK i 平凡家庭家庭家庭家庭

3． レジャー 家庭仕事仕事平凡子ども

4． 平凡 D.K平凡 平凡仕事仕事

生きがいのさまざまな型 （見田宗介：現代日本の糖神構造）

男性は仕事と事業女性は子どもと家庭

旧中間層は仕事や事業，労働者は労働に，ホワイトカラーは家庭，

高等教育受けた者は仕事，中等教育は家庭，初等教育は見えだせない

政党支持別では，支持政党なし， 力注きがいを失なっている。

《生きがいは，その時代の社会的分化的状況によって大きく左夢右され，年令

性別職蕊階風政治意識等によって異なることを理解させる》

4． 新しい生きがいの発見

ア 「自分にはもう生きている意味も.資格もないのだ， と極度の劣等感に
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つきおとされて自殺をはかろうとしていた青牢が, ､ ’小さな子どもに救われた

という話がある。子どもが海におぼれそうになっているのを彼がたまたま救

ってやるまわりあわせとなり， 自分でもまだ他人の役に立ちうるのだ， とい

う発見の喜びに絶望から立ち直ったという。生きがいを失なった人に対じて

新しい生存目標をもたらしてくれるものは何にせよ』誰にせよ,天来の礎

のようなものである。君は決して無用者ではないのだ，君にはどうしても生・

きていてもらわなければ困る。君で左くてはできないことがあるの危ほら，

ここに君の手を，君の存在を待っているものがある。－もしこういうよびか

けがなんらかの出会いを通して彼の心に真直ぐ響いてくるならば，彼はハツ：‘
､今▲f

とめざめて全身でその声を受けとめるであろう。 『自分にもまだ生きている

意味があったのだ／責任と使命とがあったのだ′』という自覚は彼を糖神的

な死から生へとよみがえらせるであろう。それはまさに地獄におちた罪人に

向かって投げかけられた蜘蛛の糸にひとしい。」神谷美恵子： |可上掲

イ，生きがいの創造 ．

「先はどうなるかわからんという意味で未来は開かれている。そして，その

なかで努力する。必ず成功するという保証はないけれども，むしろ, ・ないか

らこそ努力する。われわれは，お互いに自分力注まれようと思って生まれた

わけではない。この世のなかは結構づくめではないoだから助け合って生き：

ていこうではないか， というのが私のヒューマニズムであって，そういうな

かで少しでも生きがいを見つけだす。これが私のヒューマニズムでありj私・

の生きがい論です」("lll秀樹)(田浦武雄：創造性の教育福村出版) .

《生きがいは，連帯性と創造性に支えられたものであることを自覚させる。 ：

生きがいについての生徒作文や偉人の考えなど，多くの資料が考えられる。》 ．

〔留意点〕

①生きがい，そのものの学習ではなく， よりよい生きがハを求めさせると

ころに視点をおく。②,指導する教師自身が，生きがいをもっていなけれ

ば，その効果は，あまり蜘寺できないであろう。

－”一・
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現代社会と青年
、： ・・凸

静.:､i

都立小平高等学校伊藤駿二郎

1展開の視点・ ；

私は新しい学習指導要領に基づいて編集された幾つかの倫社教科謡につい

て，「現代と入間」の単元を読み，やL失望を感じた。そこに記述されてい

るのは一般的.抽象的な現代社会論であり，青年期の発達心理学的解明であ

る。そこには， 日本社会の現状分析もなく，現代の脅年の生きた姿もとらえ

られていない。われわれが青年の問題を考える場含青年期のパーソナリテ
b 心 F f L ,

ィやその行励表現が，今日的な文化・社会状況の中で，現実にどう展開して

‘きたか壷その社会的背景とのかきわりあいにおいてとらえることがきわめ

:て重要であろう6

じたがつ冠脅年期の学習においては，教科雷，既成の費料集などの外に

，日本社会の現状分析に関する資料や，新聞･雑誌･‘各種調査などの生の資
． ＊ ィ ‘ ． § ら もi ・・ , ， ． ・

料渤堤非と･も必要である。この主うな観点から，現代の青年の特質を社会的
も ■ f

背景との関連でとらえてみようというのが目的である。

ﾐ2，授業の展開一

〔質料I]窺代の宵少年の意識と行動の特質をもたらした社会的背景は，
． ．： ‐

過去20数年の間に大きく変化している。

その第一のものは，戦後に生じた価値観の変動であろう。ともかく，かつ
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ては青少年を一貫して育成してい
$堅塁睾麺』…迩塑

れ, .一方で，民主主震的，個人主裟的価値観が導入されたにもかかわらず，1

刀準睡耀迫の云趣

の形式的追求がはかられたことによって，利已と自巳主張だけが一面的に高

しかもその間隙を縫って，いくつものイデオロギー

にしながら交錯するという， まさに思想的混迷が現

易される結果となった。

それぞれの次元を異にしながら交錯するという，
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出した。国民的目標も明確でなく，しかも四分の一世紀にわたる平和と経済

の成長の中で，いわゆる“太平ムード画が横溢している。 ．

鯉1匹趣墾_里雲煙型璽腫さらに70年代に入って
ｰ

いう神話を打ちくだいてしまった。アメリカン・デモクラシー,マルクス主

蓑の一枚岩，砿械文謎そして最後にはGNP神話にいたるまで，いづ・さい

が絶対ではなくなった。すべて唾善画として導入されたアメリカン。デモク

ラシーは，本家のアメリカにおい元さえ若者の造反でゆらぎ、共産党本部が

左翼巻によって襲撃され,公害はf劉戒文明の明かるさを消し，経済成長は
： ．、

国民の生活福祉にとってマイナスですらあると考えられる状況になってき毒’
・ぜ~

・すべての価値が相対的でしかなくなったとすれば，青少年の意識や行動に

混迷があるのは，むしろあたりまえであり，そのほうが正常ですらある。

（松｣鼠治郎 「現代の青年」 中公滑雷:）

〔資料の扱し､方〕

この資料は現代の宵年の意識と行動を規定している歴史的・社会的な背景

を述べたものである。①から③の下線部分を中心として次のような設問を中

心に学習を進める。

①下線①について，戦甑と戦後の価値観の変化について具体的な事例をあ

けて考察してみよう。

②下線②について,_民主主義は果してわが国の社会に定着したであろうか

。わが国の民主主義のもっている問題点について考えてみよう。

③下線③について， 60年代からの高度鮭構成員さらに70年代に入っ

てからの大衆社会化の一層の進展は， ・わが国の社会にどのような変動を与

えたか。また，その主うな変動は現代の宵年の意識や行動にどのような影

響を与えたであろう力も

最近，政治や経済または文化や風俗の問題が瞼ぜられるとき,必ず言及さ

れるのは，戦後における価値観の変化中でも若い世代における急激な価値

観の変化である。しかし， このような価値観の変化が実際に進行しているで

-29.-r
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あろうか。クラスで父母と生徒を対象とじ･て，家意識・生きがい・天皇制・

嚢理人情などについての価値意餓の調査などを実施すると，生徒には実感と

、して理解できよう。資料Iをもっと具体的な面で補足する文献としては，

「日本人の価値観」至誠堂「変動期の日本社会」日本放送出版協会， 「現

代青年の生きがい」金子書房などがあり，すぐれた資料を提供してくれる。

．.〔資料2〕受験勉強，消費に関する年齢別「悪徳」 「美徳」の比較
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〔資料の扱い方〕

上の資料は昭和44年に財団法人地域開発センターが行なった「日本人の

価値観」調査によっている。ここではほぼ40才を中心として，価値観にお

いて対象的な2つの項目をあけてみた。受験勉強については，大人に美徳と

考えているものが多いのに比して，悪徳と考えているものは高校生に圧倒的

に多い。大人が受験勉強は美徳と考えるのには，過ぎ去ったものへの郷愁が

あるとしても， この調査は現代高校生の生きかたの一側面を示している。ま

た， これは親や教師が一生懸命に尻をたたいて有名大学に入れようとしても，

適当に勉強し適当に遊んで高校生活.を満喫し， 自分に合った大学を選んで進
j ・抄 、

学していくという,'最近‘の高校生の一つの傾向にも合致している。また，昭
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和42年に全倫研が行なった高校生の意識調査でも, 「趣味にあった暮らしを

する」が45妬であり，立身出世型の「~･生懸命に働いて金持になる」 「ま

じめに働いて名をあける」は合わせて7妬であることからみて，前述の傾向

を裏づけしているといえようo

また,消費についても大人と青年の間に大きな価値観の差異がみられる。

特に30才以上の大人に，消費を悪徳とする傾向が強い。これは,戦中･戦

後の物資欠乏の時代を生きぬいてき痕世代と，昭和30年代以降の高度経済

成長期つまり大戯生産．大麓消費の時代に成長した世代との当然の差異であ

ろう。最早現代では勤倹貯蓄的な価値観は高校生には通用しないといえよ v
,ざ出

う◎

ここでは，生徒に資料だけを与えて，世代によって価値観に差異の生じた

原因を討議させb考えさせ，その中で現代の青年像を把握させることがよい

であろう。

．〔資料3〕“断絶､､という，いやな言葉を作ったのは一体だれなのか？それ

は大人たちだ。彼らは， ‘自分たち世代のカラに閉じこもり，若者を真に理解

しようとはせず，事あるごとに「今の若い者は………」とか， “長髪画恥ミ

ルト ”“断絶哩と叫んできた。若者が悪いんじゃない。悪いのは大人たちだ

。しかし，鎧近，そうも言えなくなったように思う。断絶と叫ぶ大人たちに

，ぶつかっていったか。理解しようとしたか。自分たちが､、断絶画という使

利な言葉を巧みに逆用してきたのではないだろうか。僕は今，大人たちに向

かって唾断絶”と叫んでいる自分を見ている虫う左気がする。

《毎日新聞昭和47年8月23日）

〔資料の扱し､方〕 ･

資料2で見たように，現代は価値観の多様化する時代である。これまで人

公が自明の理としていたものの絶体的価値が次々と崩壊し（資料I参照），

新しいものの見方b考え方，行動様式が市民権を要求してきている。このよ

うな価値観の対立は世代間に鋭く現われている。新しい世代ば社会に根強く

－31－
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残る古い価値観のカベに悩み，古い世代は青年たちの理解し雄い行動に戸惑

っている｡H鐸の連合赤軍事件などをはじめとして，相ついで起った過敵な

､事伶また最近頻発している高校生同志の心中調牛や，さては日常生活の些

細な面に至るまでj青年たちの考え方は大人たちに著しい違和感を感じさせ

る。上の資料は， この世代間の断絶についての一高前交生の意見である。この

意見は立場を全く逆にしてみれば，大人にもあてはまるのではないか。大人

も， 異断絶画という言葉を逆用して，本当に青年を理解しようとする努力を

しなか･ったのではないか。お互いの価値観をぶつつけ合わせてこそ，両者の

相互理解が可能になるのではないだろうか。

このエうな意味で， “断絶画ということの意味を，生徒も教師も共にもう

一度考えなおしてみることが必要であろう。 ・ ‐ “

3 まとめ′

しかし，今日における価値観の多様化は，決して悲観すべき現象ではない

。社会には多様な価値が存在するはずであり，民主的な社会ほど価値観は多

棚上するはずである。一つの価値観をだれかが設定.して，すべての人にそれ

の順守を強いることの方がはるかに危険である。といって,世代間の断絶を

そのまた放置しておいてよいというものでもない。社会が一つの統一体とし

て発展していくためには,異った価値観をもった人々の相互理解が是非とも

必要である。 ． ｝

では， どのようにして世代間の対話と相互理解を育てていくか，今日， こ

の上うな問題を考える場合b家族の崩壊，淑場における人間関係,、地域社会

における．.ミュニティの育成など乗り越えなければならないさまざまな問題

_がある。青年期の学習は， このような日本社会の今日的課題との関連の中で

とらえられ行なわれてこそ，本当に窓義あるものになると思う。
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:資料中心の「現代社会の特質」についての指導案
一一一一一公害問題を中心にして－

都立羽田工業高等学校小『川輝之

く「公害間題』を倫社で取り上げた理由＞

（1）現在， もっともトビカルな社会問題である。

（2）学校が都内でもっとも大気汚染の著しい場所に位瞳している。

･… (3)工莱学校という学校の性格

（4）全倫研調査（ 「改訂指導要領をどう受けとめ分どのように展開する

か」 ）の中で， 「現代社会と人間関係」の指導内容として， これまで

． も，改訂学習指導要領（2.内容(1)現代と人間「現代社会と人間関係」

の中にも示されていない事項で，特に取り上げたいものとして，全国

的に希望の多かったものが「公害」， 「戦争と平和」， 「未来学」な

どであったこと（『 （『全倫研紀要・第8集』P32～33)。

（5） 公害問題を倫社で， しかも改訂学習指導要領の糖神に則して取り上

げるとすれば， どのような指導内容になるか。

（6） 「現代と人間」における主題月li学習のあり方の俄究。

（7） 「現代と人間」における資料学習のあり方の研究。

』

匡。
1 公害の疑似的体験とその一般化への試み

(1)公害に関する新鯉雑誌記事の収集と検討（例一育英高専，羽工）

(2) 公害に関するテレビ（ビデオ）,､映画（ 16ミリ）の鑑賞（東京都教

育委員会）〔以上改訂学習指導要領8． （2） ア， (41ア､エ〕

‘①四大公害訴訟の裁判経過左ど

竺些型菫{“読死亡者の新聞記事の駁り扱い方の変化と公害発生件
数増加との関係（資料Ⅳ参照）〔現代社会における人間の

－33－ ‐
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＝

重み－マス・コミによる人間の痴楽化）

（3）公害問題についての単行本を読む（なまなましい寄物による体験）

①庄司光棺茶憲一『『恐るべき公害』岩波新雷
｡ 凸 1 4 ，

②石牟礼道子 .『苦海浄土』講談社
,蛍

. OR･テイラー ．『厩・人間に未来はあるか』 みすず書房
リポート提出
一一一一④R・完ユボス ・『かけがえのない地球』産業能率短大

⑤宮脇昭 『植物と人間』.日本放送協会出版部

．⑥東京都教育委員会 『公害の話』 －

2公害を生みだす現代社会の特徴（「現代社会の特質｣の構造ｲﾋ/、の試み）

犀ヨー駕蝋駕墓㈱,①雌…②""鍵かさ}可－ 1

1 ． , 。

計

､

L____._..._. ... ._-"._.-_.--._L愛猫Ⅲ参照）
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
、

産業化の過程とその影響
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

産業化社会の構造

｜

’

化
・
の
民
Ｊ

業
ス
育
衆
ｎ

産
マ
教
大
Ｏ

①
②
③
④
極ａｖ

ｑ
●
一

ｏｎ

、
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
、

’
’

の発達|底蒋薑 ’

産菜化社会

(工業化社会）

叫０
、
ノ

・
１
ｙ

４
Ｌ
も
ｃ

＆
ａ
。
、
ａ

ｚ
，
ｒ

ｏ
１
ｃ

ｎ
ｕ

ａ
、
ａ

ｈ
・
ｅ

ｃ
ｒ
ｅ
ｕ

ｍ
、
ｂ

く
く
理
理
賎
鹿
の
の
上
ヒ
イ
イ
械
織
伽
蝿

Ｉ

化社会※
』

※脱工業化社会(H･カーンなど.ﾂ";文明後の社会(K･ポールディン

グ)，テクネトロニクス．エ‘イジ(z・プルゼンスキー）ともいう。
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（文部箸｢高等学校学習指導要領解説」3．(1) ァ）

＜本稿でのねらし､＞

（1） 公害問題から演露的に現代社会の特質を構造的に把握させる。
． . ．｡.、ミ

（2）現代社会の特質（改訂学習指導要領2．(1)）を現象面にあらわれた事
． 。 営

項（新中間層, ‘組織の巨大化マス・・コミなど）と並列的に教える

の垂は左．<, ． ､現代社会の特質を客観的，構造的に把握させ，それら

の理解を通して，そこにあらわれた問題（たとえば公害間垣など）
〃●･ P ､

を明らかにし，現代社会とは何かを考えさせる。

（3）文部省「高等学校学習指導要領解説」4．（1） アとの関連をはかる。

（4）上記において構造的に把握させた現代社会の特質諭各種の統計資
、 ：

科を使用して（改訂学習指導要領3．(4) エ）一層明確にし，現代社

会の様態から;…公害問題も他人事ではたく， 自分自身の問題である

”ことを理解させ，未来につながる現代社会はどうあるべきか，人間

にとってほんとう:の幸福とはいったい何であるかを考えさせる礎え

にする。 〔汪〕統計資料の使い方，設問のし･かたなどについ

ては資料Ⅲ参照のこと一ーグループ討議
一･ ･ 二一

、

V

｢農~胃1i : ､;":
＜展開の視点＞:

現在のように高度に発展し,物質的蝿かざをもたらした産菜化社会は急
速に発展した科学技術に支えられている｡r""とも｡オートメーシ｡ンとかい
われる言葉はその象徴である。しかし，そうした社会は， ｜可時に外面的には

「公害」といわれる現象を生み，内曲的には「生活意識の空洞化」をもたら

すものであった。そこで問われることは，私達の産剰上社会（文明）のあり
‘ ．?.｡ ;､も､ :態． :。 ＝ ． .． ‐

方,もづと端的にいえば,科学技術の釧方の問題であり，それを使用する

人間的な哲学(科学的な認識に支えられた)の欠如の問題である。

そこで，展開の視点を「科学技術のあり方」とそれを規定していると思わ

－35－
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‘ れる「人間と自然との関係」の二つにおくことにする。そして，それらの問

題を通じて,産業化社会にある障害一公害問題を考えさせ，そうした現代

社会を批判することによって，将来のあるべき人類社会についての基本的な
.〃

問題を理解させたい(K・ポールディング『二十世紀の意味』岩波霧店参照）

1科学技術のあり方につし､て．
. ．dⅡ ．

（1）科学技術の進歩は人類に物質的な豊かさをもたらした。しかし，そ
‐ 為』 ： ． . 、

れは公害といわれるような.ひずみを生みだすものでもあった（資料

Ⅲ参照）〔以下改訂要領3． （1） ウ， （4） イ， 「解説」4(1)ア〕

①大衆の科学技術に対する無批判的な信頼

※宏・マンフオード 『磯械の神話』 河出書房新社

。 ②科学技術者の役割と義務の放棄
■ 9

※R･デュボス 『目覚める理性』紀伊国屋書店

③科学技術を指導する人間的な哲学の欠如

※R・デュボス『人間であるために』紀伊国屋書店

（2）鍵し縦ける科学技術は,それに伴うあらゆる障害(たとえば公害)び

をのりこえていくだろう。

′ ①科学技術に対するオブティミスティックな信頼（磯械の神話）

※H・カーン&A・ウイナー 『紀元20UO年』時事通信社

､

※一連のSCIENCEFICTION

「自動化されたキチンの食物にはどんな魔の手ものびず， こどもの世話と行

動はエレクトロニクスで操作されるO･ ､膳澗の壁上のテレピパネルには友人の

声， しぐさ，姿，色艶にいたるまでよびだせるから,友人を訪ねる必要もな

くなるだろう。エアコンディッヨンの部屋のなかで望むムードに応じ， どん

な色合いにも，あるいはロマンティックにあるいは刺激的に照明できるから，

生活はほれがおれずストレスは解消するだろう。人工の昆虫の鳴き声が聞こ

え，適当に温度と湿度を調節できて，意のままに熱帯の夜の大気の気分にひ

たり，ニューイングランドの夏の日の大気にしたりできる中庭で安全で気持
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よく異国憎緒を味わうことができるだろう。」 (H・カーン&A・『イナー
『紀元2000年』 ）
②無思慮な科学技術の発達に対するべシミステイックな意見

※R・テイラー 『厩・人間に未来はあるか』 みすず書房（資
科I参照）

（3）人間の生物学的限界と科学技術

①オプティミスト達力輔いた未来社会で，果して人間は満足できるだ

ろうか。 （(2)－②に関連）

※R・デユポス 『人間であるために』紀伊国屋書店

「科学技術がたにをうみだそうと，官能的動物である人間は感覚によって生

活し，それらを通じて世界を知覚し戯けるだろう。その結果，人間は自らの

存在を確認し，存在の意義を負っている自然諸力との直接的接触を再建する

ために過度の抽射上や磯械化を拒否するだろう。」 (R・デュボス 『人間

であるために』 ）

②オブティミスト運が描いた未来社会（(2)－①）に人間的な幸福は

あるだろうか。

※B・ラッセル 『幸福論』

※柏原兵三 「自然を拒否した人間の運命」雑誌『自由』70年

7月号所腿

「私は嘗て， ロンドンにずっと住んでいて，初めて緑の田園を散歩するため

に連れ出された二歳位の男の子を見たことがある。季節は冬であった，万物

はじっとりとぬれ，泥にまみれていた。成人の眼には，そこには喜びを与え

るものは何一つとしてなかった。だが，それにも拘わらずb この男の子のう

ちには，不思議なエクスタシイが湧き上って来た。彼はぬれた大地に膝まづ

いた。その顔を草の中に持って行った。そして片言の歓喜の叫びを発したの

である。彼がそのとき経験しつつあったところの歓喜は原始的で，単純で且

つ大きなものであった。こうした生理的要求が満足せしめられるときにはま

bノ
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ことに深いものがある。だからこモ， これに飢え渇いているものは詮んど完

全に正気とは思えない位なのだ」 (B・ラッセル 『幸福論』 ）

②科学技術のあり方に対する今後の課:国

①宇宙を征服するための力の使用(て灘癖しているj二うな瑛左C;lﾒ罐を

克服すること。

②人間を滋械と考える熱純な考え方をのりこえること。

③もっと豊かでシ人間的な人生:学をつくり7とす》こめに，人間と自然

との共存凋係を考えなお､すこと(R, ･テュポユ 『人間~Cあきため

に』参照）一次項への発慶をはかる。

2人間と自然との関係につし､-こ

（1）文明の展開過程を，先哲の思想を過し-<, I-人r;jと自然」との「対

” 立．共存」の関係から老えさぜる－－.自然鰹の変翌i｡ (jﾒ下自慧T学

習指導要領3． （1） ウ，①イ， 「解説」4． （1） ア）

曲
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神話的呪簿的自然硯 汎自然主琵

‘潔岩波講座『哲鎧』第6巻 ①イオニブの臼然学〈梅癒縮‘副3;'i;､認）

タレス 「すべ．こりさ)のには毅が入り

こんでいる」

ヘラクレイトス 「万物は魂と神に溝

ちてIハろ」

②イタリアの自然学

プラトン 『宇宙は人間と同じく体のなかに『趣陛』と『壷魂』をもつ

『生きもの』であり，そうしたものとしてそれば神的なものであったJ

アリストテレス 「自然はそれ自身のうちに『連動の原理』をもって自
一一

ら生成し発展することを本性とする生物学的自然であり， 『不動の動

． 者』としての神も， こうした自然の運動の最後の『目的』ないし『根

拠』･として彼の自然学体系の媛後に位瞳するものにほかなら左い」
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※世界の名著『ギリシアの科学』 中央公論社

藻う．ラトン 『対話縄』

-蘇る瑠一中世の自然観（キリスi､数画自然説）一

i;営層的．目的論的自然鼠 ． 磯城玲的自辮易（中世的自然霞と

「人間は祥のために存在し， 自然はの連庇姓）

人間のために存在する。人間はこの ①自然の磯械論的非人間化〔デ

神と唱然との中間にあり『理性』に カルト）

より自然を知り， 『知性』にエリ刺： ②自然の操作的な支配(E, ・ベ

を認鰯する」 一コン）

頚砦波誌座『哲学』 蕊5巻 「職人が作る磯械と自沸効ﾐ自

分だけで作る，いろいろな物

伸との間の相違は，磯械の作

用が若干の管やバネその他の袋澄c経合わせ．にエるもので§ これらがそ

れらを作る手と或る佑合をも7巳れぱなら:懲りで，それらの形状や運動.j:

肉眼-C見えるほどに大きいcに反して§ 自然海o作用を生ずる管やバネ

は大.こいわれわれの感覚では見えないほど小さいと(ハうことだけで主.ろづ

・そし.亡磯械学（力学）のあらゆる親則が自然学のもとであることは確か

であり，そこで人工箔でおる一嘗Iのものは自然物である。たとえは，澪′

計がその針で時を示すのは，一本の樹が実をつけるのと'可じく全く自然

のことなのである．」 （デカルト 『哲学の原理』 ）

‐ ※F，ベーコン 『ノブ･ム・オルガヌム』河出書房新社

〔圧〕自然観については， 西洋に蚕ける自然鰹ばかりでなく東洋の自

然震（繧に老荘。自然観）や日本にお､ける伝統的な自然観（目

然を人間と対立的にはとらえない）などについても紐究する必

要があるが，本稿では紙数の関係で割愛した。 ‐

(2)． 自然との共生関係を未来社会への武器に一ギリシア思想の現代化

（日本における伝統的な自然観の蘇生）

－39－
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：
現代の産業化社会（文明）は,少なくとも自然を対立的に捉え，かま

うことなく環境（自然）を破壊することによって発展してきた。その結：

果私達の生活は物質的には豊かになっ為しかし，他方それは公害とい

われる障害をもたらすものでもあった。そこ‐Gほんとうに人間にとっ

て豊かで，幸福に溝ちた未来社会を形成していくためには，現代社会の

様態を厳しく批判し， さらに科学技術のあり方や未来社会のあり方を，

自然と人間との共存関係という原初的な思想から検討しなおきなけれ"jなら

租/も何故なら私達の人間的な幸福は，決して一(2)①のような世界にはない

からである。 （改訂学習指導要領3．1， 4．(1)ア）

※宮脇昭 『植物と人間』 日本放送協会出版部 （資料Ⅱ参照）

(3)先哲の思想の現代的意義について認識させる。

〔付記〕

本研究は，従来のように「現代社会の特硬」として取り上げられている事

項をバラバラに,しかも並列的に取り扱うのではなく，それらを公害問題を

適して構造化さ也しかも改訂学習指導要領の糖神に則して， 「現代」とは

何かを問いながら，あるべき未来社会を望見してみようと， ある一時間の援

業の指導案として作られたものではたく， 「現代と人間」 （現代社会の特質）

に与えられる数時間内で，公害問題を中心にして「現代社会の特質」を指導

し主うと作成された指導案である。

資料

〔資料I ]

「人間は， この本で述べるもろもろの危険のほとんどを， うまく切り抜け

ていくだろうと，私は思っているが，それにはばく大な経費がかかり，それ

もやっとのことであろう。それをやりとげるときに，人間はほとんど生きて

いく値打ちもないような生活の方法をつくり出すのではないだろうかと，私

－40－
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は懸念する。非常に面倒な技術的な努力を払って，人間は土壌の解毒に成功

するだろう。呼吸に十分たりる空気を清浄にしようとし，少な.くと.もある程

度の水は細上されるだろう。海草や石油タンパクを用いることでビーフステ

ーキをあきら・め，アルコール，砂糖のような不必要なぜいたく品を観性にし

て，餓死をさけることができよう。自動車なしですまされはな_らぬだろうし，

ゆったり.した風呂を使うぜいたくをあきらめねばならなV凶だろう。また庭園

とか雨あがりの草の匂いとかの楽しみをあきらめて,北極で穴やトンネルで
f 9

幕すか，海の中の島に住まねばならぬか.もしれない。………私にもっとも可

能性があると思える解決とは， この種のものだ。 (G・R･ティラーL『続
人間に未来はあるか』） ‘“

〔資料Ⅱ〕

← 「それでは人間の生活にそれほど本釘的に重妥な緑の自然とは，何であろ

うか，そして人間はいったい自然の何であろうか，人間生活と緑で代表され

る自然とはどのような関係があるかなど， 自然と人間の本質について追求す

るとき,われわれは人類の永遠の課題に直面する。遠い古代から多くの人た

ちにエって，自然とは，人間とはと，それぞれの立場から論じられてきた。

多くの哲学者の考え方が示すように，多くは自然を人間と対立させ，人間の

側からこの課題を解決しようとした。したがって， 自然の微念は,、それぞれ

の社会や個人の世界観によって規定されてきた。現代の自然科学， とくに生

態学の立場からみれば，人間も一つの自然界の構成要員にすぎない。また生

物集団を研究対象とする生物社会学の立場からみれば，人間は，地球上でも

っとも発運した生物体(EEBEWESEN)ではあるが，生物社会のわくから：

はみ出して，他の生物集団と隔絶しては一時も生存が許されない。 、

われわれがかなりの程度に，物質的生活課境や生き方を思うように変える

ことができるようになった現在も，そして遠い未来も，人間が命をもつもの

として生きてゆくかぎり，いくら腺始的だといってじだんだ踏んでも， この

冷厳な事実一人間も自然界の構成要員、生物集団の一員である－を無限

一

－41－
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できない。」 （宮脇昭『植物と人間』 ）

〔資料Ⅲ〕

図－1 産業別就業者数割合例 図－2 公害苦情受理件数の推移
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図－3耐久消費財保有状況
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①統計資料（図－3）を， 自分達の家庭における耐久消費財の保有状態と比

較し，産業化の進展（図－1 ）が，いかに私達の生活に物質的な豊かさを

もたらしたかを話し合ってみよう。

②産菜化の進展（図－1 ）力も私達の生活に物質的な豊かさ（図－3）をも

たらすと同時に，公害というひずみ（図－2）を生むものであることにつ

いて話し合ってみよう。

（以上改訂指導要領8． （2） イ， （4） エ， 「解説」4． (1) ア）
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余暇活動とマス。メディアについて
都立江北高等学校宮崎宏一

＜資料とのふれあし､＞

わかりやすくて，生徒が興味深く倫社の授菜テーマに，食いついてきてく

れるような資料はないものかと，いつもあちらこちらを探している者のひと
’ 0 ・

りである。感覚的に，なるべく視聴覚にうったえるようなもの………しかし

なかなかそのようなものは見つからないのである。 そんな気持をいくらか
G/

でも満足させてくれる質料の一つとして，大変, ､図的表現豊かに，そして理

解しやすくまとめてくれたものに， 『図でみる国民生活』（経済企画庁国民

生活局編）がある。 この白書は現代の日本人がどのような生活意識を持ち

どのよう左行動パターンを持っているかを明らかにしようと~したもので，非

常に参考になるものである。 簡単に板書することもできるし，謄写ファッ

クスにもとれるのが便利である。次にこの費済を支えてくれる推薦図番とし

て林雄二郎著『情報化社会』（講談社現代新香）と私の恩師ででもある千葉

雄次郎氏編の『マス．コミュニケーシ画ン要論』（有斐閣双書）の中の『余

暇文明とマス．コミ』（藤竹暁執筆）がぴったりとした資料構成をなしてい

る。生徒に紹介できる資料としてはこのほかに，南博著『社会心理学入門』

（岩波新書）がふさわしく，社会と人間を心理学的に学習させる良書の一つ

であると思う。以上の資料を吟味しながら， 1時間程度の授業計画を立案

してみることにした。

＜導入＞一一現代レジャーの特質

現代人の，日の生活時間を大月llすると触理的必需時間(existenceのた

めの噸笥．睡眠食事等）と②労働時間(subsistenCeのための時間．労働

，勉強家事等）と③自由時間(free-tinE）の8つの時間に分けられる

といわれている。 現代においてレジャー力吠きな問題としてその姿を

■も

－43－
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あらわした理由として最も重

要な点は③の自由時間の増大
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である。右の表はNHK放送
昼 ､ -. 5 F ･

世鐙調査所が1965年に日

本人の20才以上の平均的生

活剛閉配分を示したものであ

る。この表からもわかるよう

に自由時間のうちでマス．メ

ーディアに接する時間は，男女

と'もにきわあて多い。現代に
， ／

おけるレジ‘ヤーを規定してい

る一つの大きな要因はj ,マ､

あろう◎マス．メディアは人

る一つの大きな要因はj , マス

＜20才以上ら平均的生活時間＞
■

T:････串

・
・
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・
・
・
・
・
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口
・
貼
瓦
串

識
灘
議
識

・メディアの環境監視の磯能に求められるで

らろう◎マス・メディアは人出を報道することによって， さらには「アブ場」

を知らせることによって，あるいは新しい自由時間の過ごし方を提示するこ

とによって，人出の大澄的な集中的な現象を増殖していく働きを行なうので

ある。現代レジャーがマス．レジャーであるといわれるのは，人びとの行動

が大溌的なコミュニケーションであるマス．コミを媒体することによって，
． ：｡！ 、

集中的で大憧的な現象としてあらわれるにいたっているからである。特にこ
･ 』 ： ．

● ● ● ● ●

の表の~下に記したナレピ， ラジオのたがら行動に汪目したい。南博氏はそ･h,
■ 9 ・ ・ ' 0

をマスコミの機能の一つとして，媒体との接触がくり返されると,つ/斗乙その
ふ ． ・

習慣から鋤ﾅE淑翔,､ようになるとして，中毒筐がその特徴･唾るといつむﾊる･．

『背景の騒音」あるいは，藤竹暁氏の云う「|可時行動」 （食事をしながらテ

レビをみると力帯家事をしながらテレビをみる，あるいは勉強をしながらラ
： ． ‐ ； ． ‐---- ‐

ジオをきくなどはその典型的な例であるo)がそれである｡

＜展開＞－余暇活動におけるマス・メディアの働き

，鴻の増大や余暇時間の増加に伴って，家計における余暇支出も伸びてき

ている。特にテレビやラジオのマス．メディア関係,自動車等関連費が著し
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く増加しているのが目につく。ちなみにその率は，テレビ， ラジオ等の購

入費が4．708円から19．841円へ， 自動茸等関係費が3，687円から2．6，55

1円といった具合である。 家計からみた余暇僕孫支出の伸び
Lユ －．‐ _‐＝､毫廼…－『､“ ．,"一厨". 0 5 10 15 20 25%
また

、

， これを所得階層肌都市階

級別にみても，所得水準の違いに

よる余暇支出の格差や都市と盤村

における格差といったものが次第

～

一一一一

、肥偲

la238年
ざ

｡■や■圭 一
子

2q2

1獺
12242年

一一

12．5 23433 119125IL94鐸
に縮少しつつあることがわかり， 外テラ…旅 一そ

§査冨墨婁涛 協余暇活動が全階層的，全地錘勺な 山’
．_Ⅶ0ダ

国民一般のものとなりつつあると 「図でみる鬮民生活」より

いうことがいえる。 さて次の下の図は『多くの余暇活動についてそれぞれ

自分にとって［主要な」余暇活動であると答えた人の割合の高い活動と低い

活動を示したものである。酸も高い比率を示しているのはやはり，テレビで

新聞，家族との談話，証書，外食ショッピング等がこれに航いている。逆

に宗教活動や切手等の収集海外旅行，社会奉仕活動といったもIのの比率は

低く，身近に活動の場があって費用の安い活動力も多くの人々の主要な余暇
？ . ． ･

活動となっていることがわ
主安産の高い余暇活動と低い余暇沽動

かる・このことを裏付ける

記事が先日の新聞に戦った。

昭和47年度世界経済白書

報告である。 「新しい生き

がいへの挑戦一ゆとりな

い年金・余暇」という見出

しに，世界主要国の余暇の

使い方がグラフに示され

またまたわが国のテレビを

中心とする静的レジャーが
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とりあげられている。こうみると
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日本人とテレビとは切り離すこと

のできない関係にあることがいえ

る。新聞の解説にはこう記されて

いる。 『余暇は福祉の重要な部分

と友.っている。今日，いわゆるレ

ジャーの重要性が指摘されるのは
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自由な糊神的活動を育てるものとしてもっと積極的薮価値が認められかる° I
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国民のレジャー選択の違いは生活様式のほかに， レジャー施設などの供給状

況にも左右される。米国は，労鋤の対価として得た散的な自由廟iil遥耽得を

使って利用し， レジャーを享受するという形の所得消費的傾向が強い。イギ

リスは昔からコミュニティの概念が発達していて， コミュニティ活動として

のスポーツなどのフィジカル・レクリエーションが盛んである。フランスで

は米国と逆で, 1 930年代にバカンス政策が採用されて1ケ月の休暇が普

及したため，所得はそれほど高くなくても，夏は，ケ月休むもの， という習

・慣がついている。曲ドイツは米国型に近く，成長の対価としてフリータイム

を与えている。日本は噸笥面ではテレビを中心とする静的なレジャーが，支
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出面では商業娯楽,濯元はこが中心である｡短歌,俳句といった日本独特 I

の大衆的な静的レジャーを楽しむには，戦後はあまりにも，めまぐるしい。 ｜

わが国でもレジャー活動の多様化がみられるが，欧米のように旅行を楽しむ I

には， まとまった噸剛的なゆとりがない， というのが実情である。』

（昭和47年度世界織斉報告に関する一部・47． 12．5読売新聞より）

‐ 話が広がり過ぎたので，“一瞳自由時間の増大の問題から考えてみるこ ｝

とにする｡藤竹暁氏に』:ると自由噸凱曲基礎的自由時間と随意的趨由時間 ｜
に2分しておく必幾があるという｡基礎的自由倒調は労働による疲労を回復リ

＃
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するために必妥とされる「労働から解放された」自由時間である。これに対‘

して鱒意的自由時間は，概念的には，疲労を回復してもなおかつ余裕のある
； ベ. 、

時間である｡つまルジキー時代は，基礎的自由時間に対して,蝿意的自由

時間鐙の占める比重が大きくなっている時代のことである。とくに週休2日

制，そして有給休暇制度の拡充への動向は，随意的自由時間を拡大する可能

注を大きく開いているといえる テレビの視聴時間（年間’人当たり）

蕊
しかしその目由時i剴の大部分

かマスメディアへの接触時間

に費やされることは， ある意

味ではきわめて変則的である

が， マスメディア接触を通し

てのきわめて大鐘的耀淡が存

在し‘ているかために， 「1億

レジャー」といわれる 1412qO864 20 02468pl2141618

ような爆発的なレジャ

園もっぱらテレビを見た時間 （単位百時間）－現象が作り出される
F二|他の活動をしながらﾃﾚを見た時間

ので《ある。
NHK住活時間調査」（昭和45年）

＜発展的まとめ＞

余暇文明の時代において，マスメディア， とくにテレビが占める割合が，

時間的にも非常に大きいことがわかってきた。逆にV､えはマス・メディアへ

の援触は倦怠をいやすどころか，かえって倦怠感をつのらせるも．のとなるこ

・とが予想されるのである。マス・メディアにあやつられる余暇活動ではない

自己の人間性を豊かにする主体的な真のレジャーを， 自由時間配分の中に秩

序づけることが姿求されるのである。もう一度視聴覚メディア・活字メディ
アとの接触のしかたを，反省しながら「わが家の余暇活動」・ 「余暇の使い

方」などについて話し合いの時間を持ってみるのも効果がある。欧米の余暇
活動の主流がピクニックやコミュニティ活動としてのスポーツといった戸外
レクリエーションであるのに対して，わが国ではいわゆる「レジャー産業」
中心の過密レジャーとなっていることも,余暇空間の未整備に生るものである。

－47－
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動機づけを重視した生徒の日常生活の資洲上

都立荻窪高校清水洋三

く資料化する理由＞

’・ 倫社教育は現代の高校教育の謡趨に鮫もよく答えるものでなくては

ならない。人間性の育成を忘れた知育偏重と個性の喪失の授業に友らまいよ

うに留意し真に知性的で行動の変容にまで徹するように努力しなければな

らない。 2．倫社学習の意義に目ざめさせ溌極的な関心をもたせるため

最初に挽業を魅力あるものにしなければならない。それには生徒の問題意

餓を喚起し，充分に学習に動磯づけなければならない。 3．投けかけられた

問題が生徒に自主的に考え，話し合われるためには，問題が生従のいまこふ

の郷2の中から作られなければならない。自分ももしかしたらとか自分なら

こ．うするだろうと意欲をかきたてることにエって，先哲の思想を深く学ぼう
､． 1 ． 0

とする態度が形成されるはずである。 4． もち論問題は単に当面の日常生

活から安易に作られるのではなく,倫社教育の観点から具体的な資料や事

例を摘用しつ且再講成された効果的なものでなければならない。 55 その際

ホームルームにおける人間としての望ましい生き方に関する指導を充分に

ふまえ結びつきを強化することも忘れてはならない。以上のような考え方

で実際に資料化してきたものを次に幾つか述べてみたい。なお､，時間配当は

1学期最初に4～6時間 2学期最初に2～3時間 3学期妓初に2時間程

度である。
． ． ． ． 「

i<資料化する主題例＞

x青年期に関するもの，

ア愛について考える（友情や性もふくまれる）

・真の友儲と常餓的友補.男性的友情と女性的友梢.裏切り.美しい友情と

醜い劇胃も走れヌロス・管飽の交・ゲーテとシラー，マルクスとエンケルス
11
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・韓国人と共に沈んだ京大生・医師ベチューン・友情のない人生．現代社会

と友情（人間関係） ・現代社会と連帯・孤独は良いか悪いか。絶望と不安
4 0 ． ． . "

1 ｡ 、 2 o､ .
、 ． ’ ，、． “。

・自殺の心理・自殺への誘惑。 ・ ・ ： 、 j

・友捕と恋愛のちがい。高校生の恋愛と大人の恋愛･-恋愛する条件（資格）

・恋愛は趣味（遊戯）か．恋愛の目的・恋愛にエる人格（行動）の変容．失
・ ● ･

恋・愛の悲劇・恋愛のはじまりと終り。美しい恋愛・健康（不健康）な恋愛

・空想的・感傷的恋愛’｡′ ･プラトニ･ｯ.クラブ.。､費本主義的恋愛・社会主義的恋

愛・実存主義的恋愛・恋愛と結婚･結婚の目頭・ ．
K,’

・性は不浄か．人間の性と動吻の陸も性交〔肉体的一致）と愛・性の衰えと
¥A ･ 今写、 .･ ･ も ･ ･

．.:‐ .．、

愛の高まり・愛の裏づけのない性的欲求の充足・愛と性の一致・愛なき性と

注なき愛・人間的愛の自然化と自然的性の人間化・住の商品化と享楽化・性
． 1 ・

ジャーナ.リズムの偏見．性教育の偏見・性の思想的哲学的タブー．性の社

会的ダフ．－．性におけるタテマエとホンネ・性的偏見とパースナリティ ・性

的抑圧（禁欲)の是非・サディズムとマゾヒズ‘ム（錯錯した性;） ・注と科学

（生理学・医学・病理学・心理学・社会学・民俗学・美学・倫理学・哲学）

性と芸術（文学,美術，音楽演劇，映画， ． ）性と宗教

・愛のもつ意味.､愛の種類・愛の典型･愛する能力の個人差一愛は学習され

るか．愛と憎しみ･利己愛と自己愛･意志的変と知性的愛・未成熟な愛と成

熟した愛・所有する愛と無所有の愛ﾏ.挽旺されて閉じた愛と開かれた愛．エ

ロスの愛とアガベの愛・社会体制や文化による愛の変型・現代社会と愛．現

代人と愛も愛ど科学.愛ど芸術・愛と宗教.愛と実践．人類愛

イ， 自我をみつめる ・

・感動や感激の体験｡､傍観者･否定的生活樹育（感傷と萎縮）・自信と優越

感･虚栄心と劣等感.#自己嫌悪.重荷と不安・アガる．みせかけの自分と本

当の自分・負けん気と勝ち気・わがまL・男らしさと女らしさ・未成熟で幼

稚なパーソナリティ ・自分の性格特注と相反自己診断，

対人関係（基本的対人態度）・親子関係の特色・心理的離乳・親への反抗

－49－
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・権威に対する態度・親孝行・両親を評価する．．さまざまな選択と親の影響

・自分の基本的社会態度の特色（ ・封建的か大衆社会的か社会主義的かダフ

かテンダーか） ・理想的人間像・理想的社会態度

・使命感の有無と是非・自巳分析や自己探究や自己対決の必要性・人生観と

世界観の必要性．自分の幸福観． ､小市民的生活感覚の有無と是非・オールト・ ・

リベラリズム的感覚の有無と是非・世界観にもとずく自已の生活感覚お性格

特性の改造への意欲．受動的ニヒリズムと能動的ニヒ．リズム

2価値観に関するもの

アどの生き方を選ぶか

・一生懸命に働いて金持になる。真面目に勉強して名をあける．自分の趣味

にあった暮しをする．その日その日をノンキに暮す・世の不正と戦い清く正

しく暮す．､全てを社会に捧げて暮すから選ぶ。

・ 13の生き方（モリス）から選ぶ

・俺はやりたいことをやる．スリル・スピードに生の充実感感じる．真剣は

バカパカ･しい、短かい人生好きな事しなきゃ損だ．暗いこと愚かなことが多

すぎる皇理想なんて空虚．価値不信，目殺肯定･金がすべて・実感信仰b信

ずるのは自分のみ，欲望まかせは危険．．生まれた使命・神を信ずる。人生の

はかなさ．人間の孤独．戦いと斗争・自己を鍛えるなどか．ら選ぶ

イ 自由について考える

・自由の混乱．風俗的．感性的自田の洪水・糖神的自由の貧困と蔑視・解放

の自由と自律の自由のアンバランス・～からの自由と～への自田・自由と放

縦（わがまL) ． 1人だけ自由な国．他人の自由の無視・制限･差別・弱肉

強食・自滅や自唐的自由（堕落・退廃の自由） ・独善独断妄執狂信の

自由・感情的捻理や感覚的思考による二値的態度.の自由・自巳放棄と自由か

らの逃走．欲求不満や社会的偏見と自由・心理的文盲と自由・集団心理と自

由・商業宣伝や大衆説得と自由・政治宣伝や洗脳と自由・精神病理的傾向や

’

’

’

’

社会病理的現象と自由・疎外からの自由・愉報化社会と自由
・自由と主体性．自由と自発性・自由と創造性・自由と自律。 自由と責任

－50－
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・自由を生かす月醍条件．自由と人間の尊厳・本質的・実質的自由・ことば′

(意味論）ど自由.決定論と自由”すりこみやワク組みにとらわれ左い目.由
・教育における自由．政治における自由・経済的自由・思想と良心の自由．

､言論と表現の自由．旅行と移動の自由・研究と学問の自由

・自由な住とフリテセククス．結婚の自由・戦争と自由・自由かくどくの戦

い．自由な自已の人間性の実現・自主的自立的自発的自巳展開学習

・民主;々義と自由．個人の自由と尊厳･自由と平等・社会的自由と拘束･公

共の福祉や社会的責任と個人の目田.愛国心と自由･全体主義国家と自由
・意志の自由6アタラクシアの自由dシラー.の美しい魂の自苗:6:カントの自

幽

由．偏見（イドラ）からの自由．四苦八苦か息の自由:．キリスト者の自由．
. ．、 ： ･

人間の自由の圧殺・利己心と自由

3時事問題に関するもの ・ 息‘ ：：

ア連合赤軍事件について考える

、基本的な態度．推論と事実．多値的態度と二値的態度・全体的判断と個別

事例中心．さまざまな視点．方法と手段・目的と理論6理論や目的と行動

･報道のあり方．国民の反応．醤察や政府の方針・事件後の報道や関心

、異常と正常．集団と個人．心境の変化（流動的内面） ・根本的な原因・家

庭教育やしつけや親の職業や学校教育や社会的背景と個々の性格や心理・自･ 』 。 ,

分と事件との関わり．他人事か．当事者にしか判らないこと・傍観者的無関
一・ 凸 一 勺 ●． 。． ･

迅 ？ ｡ － ●｡ .

イ 公害に対する態度

・公害企業の責任者は犯罪者か.公害は入懇殿大の敵か．地球全体の環境破

壊か． 4大訴訟と7つの公害・経済的発展と公害（豊かな生活と公害） ・公

害費用と公害防止予算．公害病の実態・健康という名の幻想・沈黙の春

・公害ばかり考えては生活で匙ないか。新しい公害（食品公害．精神公害）

ウ戦争や政治に対する態度

、戦争は栄光か。国際的紛争解決の適当な法であるか。戦争の成果（プラス

－51－
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・艮心的兵役拒否･反戦と非戦の思想.戦争放棄は非現実的か．侵略と目衛:：
§

，．われわれにとって国家とは何か（現代のデモクラシー国家はどうあるべき§
；;!:;：

か） ・イデオロギー（信念体系・価値観）の相対化．アノミーとアパシー． ：§
＃:§

権位主雲的性格とﾌｧｼズﾑ･政治化の徹底と自己疎外の極大化 ；Ⅱ
：::!:：

＜資料化の方法と扱かし､方＞ ；
＃：

これらの主題による学習は単に主題学習として完結させるのでは左く，各学；

期の指導内容を「現代と人間」の視点から照明するためであり，倫理．社会＃：
i;

全体を深く動磯づけるためであり，高校社会科を中核から統合するためでも ；：
§

あるのでbできるだけ日常的でありながら本質的に，微視的でありながら巨；
;：

視的に扱かわれなくてはならない。その為にはさまざまな資料化の方法が考 :i;
:;

えられるが実際に試ろみて効果的だったのは次の4つであった6 ；

1． 話し合いア小集団によるバズセッションと代表によるパネル討議イ ;；

テーマ別に賛否の立場を仮にきめ事餉に考えさせ当日対立的に話し合 ：::：
。 … ；

わせる朝日討論会方式ウ弁錨大会（5分間スピーチ7人をムシる） ：！;：

2．溺査・統計”了プレアンケートによる堀りおこし イ 家族の意識も ；:：タ ！

とりこむ（自己の位澄を知るだけでなく鑓識させることもできるし， ；

． 話題を倫社日鋤てひ劃jろこともできる）ウ先輩や他校，新聞や官庁貴科

と対比

8．視聴覚質料の活用ア青年期の探究人間とは何か．青少年を考える

のテープ･ イ話し合いテープ（7分まで） ウ写真をみて考える。

4．作文・感想．瞼文ア考える，話す，密くことの意饗を体得する イ

制限時間内に決められた条件を充たして香く（40分30行その他）

ウ良い作文を読む（当人の録音による.特に他のクラスのが好評）

エ良い短文を．コピィする（できるだけ大勢のせる．イニシャルで）

こうした資料化の過程召生徒は自分を深く見つめる様になり，すべてがｫ

他人事でなくなり自分自身との関わりで考えられる様になる。と|可時に倫社

の授菜への期待と担当者との基本的信頼錦.ラポートカ城立するのである。
－52－
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「倫理・社会」自己展開学習論

都立駒場高等学校鮎沢真澄”

1 現代日本と倫社教育

「倫理．社会」の学習が始められてから．満1．0年になろうとしている。

この間「倫理・社会」の授業方法はさ性ざ玄を試みがなされて糞た。文部省

の学習指導要領の改訂も行なわれ､新しい教科野も発表された。十年一昔と
C j

いわれるが･ この10年間にわれわれ日本人は世界の人々に注目される国民

的成長と成果をなしとげた。GNP世界軸2位といわれてすでに久しい。茜
コノミックアニマルという羨望も僻ている。公害菫･'ツポンも有名友もの。

私は70． エクスポ． 「人類の進歩と調和」をテーマとした大阪万国博を

1つの契榔として， 日本お、よひ日本人の生活と猿境、意識・てして世界の状

況そのものが1つの急ぐ攻た転換をしたのではないかと考える。政治的には．

日米安保条約の改定，沖繩施政確の返還をめく．る大学・高校の紛争など籔育

のあり方が問われる場面がクローズアップされた。受験勉強、いわゆる大学

受験のための教育体制の批判があらわになった何試験地獄の解消，克服は人

間人格形成のための本来の教育へと正常化されつつある。一方．交嶺u心争は

その飽和点に達し．光化学スモッグという怪獣を現出した｡道鐇のいたると

←凸
■ ､

句、
～「

ころにつくられた歩道橋もこの1 0年間の産物である。世界1， 2をあらそ

うマンモス都市東京の空はいよいよ暗く灰色になってゆく。 ．-てして灰スクー

ルの生徒はもっとも鋭敏に，てれを意識し，反応する。明治・大正・昭和と

碇いた母校の制服への拒否運動，服装自由化連動は，原始芸術への似帰運動

とその機を一にするのではとも考えられている。

自然を喪失した文明の中で、都会人は自然のふところを錘意識に微れ懐し

み．人々の常識外の行動，内的エネルギーの衝動的爆発淀現象する。連合赤

琿同志リンチ挙件，浅間山荘事件，テルアビブ空港乱射事件など．い誉や一

連の若者の無軌道な行励や事件は全姉表的国壕的傾向をお､び． あえていえば。

「宇宙的かかわり」において現象している点が注目されるのである。
寸 ：
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i

現代社会の宇宙的規樺における技術連関の世界状況の中で．真に人間ちし

く生きるみちは。 どのようにすれば． Fとにみいだされ‘うるのか。特に‘宵

i
少年のこのような意識や自覚をどうすれば.育てられるのか。 ●これが現代に侭

おける教育の根本的課題であり●社会科の一科目としての「倫理．社会」の 、

学習もこの譲電と世界麟桓民的鍔望にこた…………いと毒 |リ
える。 職

イ,乳

・都立駒場高校では､ 日本史教育研究会の登録商標，パテント． 「自己展開 ＃：
|#:

学習法｣を｢倫理・社会｣に適用してほぼ1 0年になる。この僧l.高校紛争 {!
1#§

をFがあり，多少のう余曲折があるにせよ． 「倫鯉． t会jの「自己暖埋学 ‘I
IrIU.1.::
仰』＃

i｝習法」は．定着し成長しつつあるようにおもわれる。 If:

!!|

2倫社自己展開学習法 I
自己展閨学習の根本は,教育の目的は人格の完成にあり●人格の完成はそ 蝋

＃1

の主体的学習によって，他'々が自らの人格の尊厳を自覚し， 自他相互の人格蝋

.“を軸Lあえる共同俸人幡共同社…蝿…す……｡ I
私は‘授業の最初によく｢倫理･社会｣と板講し● ｢倫理｣と｢社会｣の I,;

'』: !

間にある一点「・ 」に‘生従諸君の注意を喚起する。 「との一点は何である ；L､.l;

うか。これはいろいろな存在の意味の象徴と考えられるが， 「倫社自己展閑 ＃‘:；
1. 1

学習」では， これを「自己」のシンボル, 自己の原点， 自己の在所と考える」 ※;，

などと解説する。生徒はたいていは日をパチクリさせて芦いている。 |1

自己とは何か。自己はい注どこにいるか。い室とはｲ可か。こことは歩とか。 l
Ii

｢汝自身を知れﾉ｣このことばは,ij'Iをどう意味するのか。この1年間,諸君 j
Ii

と共にこの一点の意味を一生けんめい考えてみよう。考えたことをお､互いに 肉：

表現してみよう。表現によって何がどうひらけるかやってみよう。そうすれ ’‘I
1 1
1 ．

は･ との1年間の倫社の学習が諸君の一生涯の学習の礎石になりうるかもし ；‘ ：
〃

れない。もしそうなりうれば． 「倫蝿・社会」は「倫蝿社会」となり，現代 {il
ii：

社会における倫理と社会の自己疎外も超克されることになるのではなかろう 雛：
,:j

か｡しかし．現実においてけっして，倫理が社会でもたければ･社会が倫理･ ;＃
: ::,;f

でもなく疎外の原点として自己はい黄とこに厳存するのであるという事実か ＃
． ， ‘ I:!i1
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I

『

〃

ら，われわれは出発しようではないか。 、: ・ ・

「汝目身を知れ／」という課題をこのようにとらえる時，具体的には・ 自

己をよくみること（自己観察）． 自分でよく考えること( I斗己認識）、 自分

をよく表現すること（自己表現）､が当然一具体的に問題となる。この三者

が一体となって実践されてゆく過程が， 自己展鯛学習である。自己展騨学習

法は． この自己展開のﾌ･ロセスを教育的に自覚反省し、具体解り学習法として．

’ 観察のヒント， 2 思想のヒント， 3表現の錬磨（演習問題）の形態

をとる。この理念が結実した教材として． 『人間を考える』自己展開
学習のための観察と思想の.ヒント』（育英倫理社会研究会)が今春刊行され

た。この教材は生徒の反応や評判もきわちてよく、授業反応にも新しく意欲

的をものがあらわれはじめている。その一端として・ 自己展開学習法の自己

表現の一方法としての冒由城油称･エ,ｾｲ両司(年職計御とし
て． 3回提出、 1 ． 2学期の中間と3学期末）に従来とは異な.るものがみら

れる。たとえは， エッセイの課題の設定，選択が人生論的な焦点をもち.､他

人ごとでなく， 自分のもの． 自分らしさ． 自分の問題に焦点をお糞、 自己と

自己自身とのかかわらや． 自分との関係にお､いて。外界．世界も世界的事象

を考察するという傾向が顕著になったことである。撫言ずれに、 この『人間

を考える』という教材の使用によって,生徒は従来よりははるかに酌膝に、

「倫琿・社会」という教科目の基本的性格を自己のものとすることが容易に

なったと'蝿察されうるのである。自己展開学習は.．天地宇宙の間にある無に
●‘ ● ．

● ● ● ●

も等しいこの一己の存在・生命・意識・関係・意味などすなわち．人格の位
● ● ● ●

。 ● ● ● ●

侭と価値を自覚し、自他の人格と尊厳とは何かとその魂の在所にたずね、人
●~C ◆ ◆ 今 ・

間の自由と責任をともとする真理愛の共同体の創造へど生促と．共に歩みつづ
● ● ● ●

● ｡ ◆ ● ● ■ ｡ － 申 ● ｡ 卜 ｡ し . ‐ . ,

ける同朋|可行のいとなみである。

新指導要領の第1分野.「現代と人幟l」から．第2分野「人生観・世界観」
巳 ①､ ｡ ● q ●

への指導方法として､『人間を考える』は． ､個人としての人間の問題の剛解か

ら、社会における人間の問題の蝿解へと．いわば人生論的なアプローチをお

こないつつ，実存的世界へと探求の歩みをすすめ．世界観の学習を志してい

る。いわば，人生論から世界観へと自己展開するのである。詮じつめると．
● ● ● ● ● ●

自他展開は。 自他展開であり.「自己をはこびて万法を証するは迷なり．万法
● ● ● ● ● ● ● ● ●

来りて自己を証するがさとりなり」ということにたろう。 （正法眼蔵顧成公

案」参照）’
－55－
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鴬

S自己展開学習公開授業の報告 ;:II
：蕊

上述の貴料『人間を考える』を使用しての公開授業が6月80日・都立駒 ‘§
懲

場高校で行なわれた。これは．都倫研．昭和47年度第1回例会第1分科会 §
:!;:i
：｡¥：

：：

授業目標は「現代社会における人間関係を考えること」である。当日は． ：§
￥鴬

『人間を考える』（育英倫社研）の第2錦第1章「人間と社会」－①人間関 §
§

係の「演習問題」 (P1 10)の話しあいが前の時間に行なわれておりb 'その i；：；
七 :t･

童とめの報告から授業が始められた。生徒は男子22名・女子26名（普通継秤 ，§
：．:.:、

2年2ホーム）で， 6班の生徒が七・の報告を板霧し説明した。演習問題は① ．．§
＃

利己的でない愛は存在しうるか②真の友怖とはｲ可か｡③人惜lの残酷さはFう ：＃
説明されるか｡④人臓|は社会的勧物といわれるが．それは広のようたことか。 ；＃

:#

⑤子供と大人の社会性はどうちがうか｡⑥人惜1関係に臓寧のような械翔がある ：§
；

‘か｡⑦クラズの中の人間関係を考えてみよう｡⑧旧われ一胸関係と職－それ」'封 ；
§

係のちがいは何か⑨ソシオメトリーによってあらわれる人間1對係について考えて ＃！：､や:：
みよう｡⑩人間は人格として遇されなければならをいとは． Pのような意味で ＃

§

あろうか.⑪真の対話とはきのようなことか｡⑫慈悲･愛，仁， いつくしみた §

どは．互にどのような関係をもっているか｡⑬相手の気持を理解しにくいのは ：；
“｛i：

なぜか。生徒が選択したのは．①③侭番であり，それぞれ2班十つの代者 ＃；
今オ . :、

が報告した。現代社会の入職1對係の「ある」ものと， 「あるく賀」ものとが ；

考察され． さらに具体的理解の深化のために．生徒のエッセイ（中間考査に提 ：

出のもの)『教会』.『それ』.『煙れる日々』･『あわれた'1､羊のたわごと』がその ：：

鐙者によって発表された。それらのエッセイには・い杢瑛に生きている生徒の i

実赫紬を反映する人間関係の諸相･諸次元が具体的IF騨評た。

し輸蝋駕鼈蝋鰯墓難裳驚欝巴
試みとして．生徒自身のエッセイを級友の寮えで自分で発表するという指導を ：
試みたのである。倫社の問題はとこに凝集する。自己展降l学習とば一神の『

『輔喪諦鵠榊靹』である｡､考喫葡同標聴既述のごとく･相互 ？
‐ の個性・人格の尊厳を尊重しあえる自由な共同体の形成，あるべき場の実現

を企図するのであり．真に民主的な国家有為の形成者の育成とはこのような

方向において考えられるのではなかろうか。なお． この日行なわれた東大教

授今道友信先生のご桝演『現代と倫理』はたいへん含蓄と示唆にとむ感銘深 ・

いものであった。
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『教 会』

I2年2組30番

私は毎日曜日．教会へ通っています。プロテスタントの教会です。もちろん・
私は誉だクリスチャンではあり蚕せん。しかし・あ費もせずに。 もう十年間ぐら
い通っていて．私の教会のことなら・たいていのことは知っていきす｡しかし．
いったい何が私をそんなに教会へ引きつけているのでしようか。小学校の頃は。
教会でのいろいろな行事や，糖勤賞を目当てに｡友達と塗るで遊ひに出かけるよ
うにして．想ってぃ議した。しかし。中学に入学してからは｡いったい何に引き
つけられて教会へ行くのか．わからなくなってきたのです。私の家庭はクリスチ
ャンホームでも． なんでもあり注せん。したが‐て，普澗なら・ 日曜日の朝とい
えば．一家中で寝坊してし､る時間なのに・私は一人．教会へ行くために起き萱す。
なぜか起芦てし蚕うのですbなぜでし上う･長年の習慣といってし蓄えはそれ戎
でですが．そうは簡単にかたづけられない。何かがあり交す。簸近・ との問題を
牧師さんや伝導師さんに．たずねてみ注したところ｡「あなたは信仰と聖霊の力に
よって導びかれているのですよQ_lという答がありました。しかし、私はこの答に
対して大きな疑問を持ち室した。確かに中学に入学した後は・キ《リスト教への考
え方も一変し，聖審研究を,したり．仲間のクリスチャンの信仰告白を聞くうちに・
神を信じていくようになり蚕した。しかし，その信仰（いや・ 注だ宗教心かもし
れ苫せん｡)や．信仰を深め兵うとする気持だけが．私を教会へ行かせているので
はないと思うので可－．ではいったい何が。考えているうちに気づいたのです｡そ
れは礼拝の中にある「安らぎ」であることに。
私は神経質で．学校での生活は:繁張の連続で．一時小息を抜くととがで蚤注せ
ん。特に高校へ入ってからは．ひどくなる一方です。そんな中で・私のただ一つ
の息抜芦の場は．礼拝友のです。日曜日の朝←静かな礼拝堂で・すべてを忘ｵtて
祈るうちに．一週間の疲れがとれ．心が静かになってぃ鳶費す。しかしこれでよ
いのでしェうか．人臘1はだれでも息抜きする場がなければ・ 膠うかなってL注い

' 蕊
のを感じとることができないからなんです。私は毎日ただ足もとばかり見て歩く
ような．そんな生活をL"自分自身が日常生活の中に埋没してし蚕って、 自分が
し､つたいどこにいるのか．わからなくた.勺てし蚕し､そうです。ですから・乾いた

の.どをつめたい水で潤すような気持ちで．教会へ行くのです。
私は今。新鮮な将来を見つめる目．社会を広く大重く見る目がほしいのです。
それも． この短かい渇校生活の中で手に入れたいのです。いつ雷でも・教会を逃

げ場所にしていては．真のクリユチャンになれないばからか．視野の狭い･無味
乾燥な人間になってゆくでしょう。私は絶体にそうはなりたくあり蚕せん。ざっ

と大芦く月を韻いて．高校生活を送りたいと思い蚕す。

v・
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『そ れ』
2年2組39番

私は最近やたらに誰かに会いたくなる。誰でもいい。誰だかわからないけど。と

にかく誰かに。話さだくてもいい。一緒にすわっていればそれでいい。でも私の会

いたい物は，人間でないかもしれない。人間である必瘻がないからかもしれない｡

誰かに会いたくなると．少しもねむたくたい。体の方はねむたくてしかたがなくて

も。誰かに会いたい。オオカミでもいいし．私のオバケでもいい。歌のオパケ（私
肱歌が好きなのです。たぶんこの世で一番。音楽畑の中の一つの草づ)でもいい。と

にかく私は何かに会わなくてはいけたい。この頃そう思う。私が今一議会いたいと

思っている物，それは何だかわからないけどとにかく「･それ」に向かって私は歩･ま
なくてはいけない一､て気が……。

今．私の頭の中にある物と言ったら．形のない．大薩さのない．不透堀走，その

騨差皇殿壗蹴黙を蓬拶筆熊f毫溶瓢臨､審議溌
私の回りの物に向っているけど見てばいない｡Rは「それ」を技とていろ。時々，
｢・識｣に会ったような気がする.鼓動が激しくなるから。で4, 1．それ』に今った
つもりになった後でもま>と「それ」を捜している。私の血がl-そｵし」を技l.て非の
中をかけ巡っているの遥感じる時もある罰そんな時．血はじんじん頭の方に向かっ
て昇ってゆ.芦． しだいに頭は大黄くな扇。七の大きな扉のどこかにiそれ」が恐れ

ているかのように，私のに鯰捜す、捜す…。そんな時． ピパトーリウユの首莱,翼ふっ､：
浮かんだ。 「シングレール，誰かを殺したし､とか何か悪Lくみだら承ことむI=たい

とかいう長､:こ盆令たら，識の心の中で，そん意空想をしているの↓よう．ソ・ラクー,･二

だという罫を， ち我つと考えてみた宝鬼。竃が殺したいという人i｣恥§決して茶,:丘
で健なくて，それは淳一量と仮装に.;-ぎないのだ。われわ対1,;:'渠澤･て､．:．｡･なと－F-れ,妬､･ 画;・

う1,､う人間の形の中て，われわれ周研の中に宿っているものを'Iijしでいるv.)だ。 :; 》

れわ』し自身の中に厳いものはわれわｵ:,を典孑"させはしない｡｣私が考えて{‘,>》〒.とと
は一見かけは方札ているようだが．その六もと辻一渚で. ;6 ,.kいか”謡が強し．くいる

「それ」健， 萱さにこの自分を輿爾させる． 自分の序に宿るｲ可かた．’たのかもしれ

ない。ピストーリウス嫁篭だ礎け瀦曇 「ゎ札われが兇･卓事初は，われわれかP.7･""

あるものと同一物だ"わｵLわれの丙鄙に持っている【しの以外に塊缶よなぃ､4｣と。 〈‐
が文を読んだ時，半分， 「それ」に会ったような気がした。 「･てれ」と膠結司’
「私自身」だ＝たのかもしれ友L･､。いつもこのことを考えると鼓が混乱してく系。

Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ

｜

’

’
’
’

私が見ている』．あるいは見てU､ろつく､リのものは．私が作りあけ冒た‘私だけに見え
るもの，にちがいなし､。

去年の1月’ 2日，ある友人が， こんな手紙をくれた!，そのころの私は，学校の

友達と，表面では仲良くしていたけれど，本当の私は，別の所に居た。学校の友遂
との会話では，私は‘何の構足も得られていなかった。 「常ずあなたは自分を知る
べ零です。友達に求めるの,もいいでしよう。でもそれは全体の一部にすき｡ません。

本当の自分に逆らってはいけ講せん。本当の自分を認めなきい。捜しなさいQ｣この
時．私は， 「それ」にめく・り会ったような気がした。私には・私を知っている友速
がいる。と。でも，障痔にこの友人は，私から離れたずっと遠くにいるような気も
して芦た。結局，今，私はやたらと会いたい「それ」を捜している。 「それ」はオオ
オカミでもいいし．敏のオバケでもいいし．私のオバケでもいい．それはたぶんみ

んな私自身だろうし。 ′ 72E-1 K239 F.T･ （高2女子）
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『煙にむせる日々』

2年2組34番’

生きるということは，その内なる意味に於いて・我なのその意識的（意志的？)、
或いは，錘意識的（無意志的？ ）行動を示すのである.うか。あの時の．友の言葉
が私の心に。迎命のように建句てくる。 ､‘線はｲ可からでま．ていると思う？……点
点でで芦ているんだ。点が娠篭って線をつくる。しかしね｡ ・いくら録を鳶ってい、
‐ったて点には． ならない。いくら…承つたってね。…だけど｡やっぱり点は報を
つくるんだ。 ”我食の言FI－つの行動､行為は・点であり．そして．生きること
は、線であるのかもしれない。我々のその存在することから出発する行動を．
、､生慧ていろ”こと-てれ目体と言明するのを否定はしない。だがしかL･…..その

一つ一つの行動が現実的具体的に"生きること ''につながっW,くとしても、そ
れには。何か．何ともた蓑らない，才r､くてを超越したときのあの無き（といって
も・經験;､kないのだが）を、 もって'｡､るような気がするのである。 （言外． ニュ
アンスで毒も否ても『,わなけ丞縦ならないのだ.)真の愛のように‘永遠なる意志
の押雲。私'亡は，思えるのである曇そして‘その“生きること ’％自分が生きて
いることに， 目弛める時： こび.逆に{皇誇れてからずつと祐鰹していた思いが一点
（こ遮る僻．人KF"生きることの罪擦さを知る。……私は・茨うであ･’た。つ蚕り、
一人一人の人|淵Iが存在4-うこと，そして汗動‘行為が，或る罪深き-どのもの（原
罪とい:才らだろうか）か児‘はじま言:ていき､よりな気がするのでぁ尋。すべては．
．このw部』 ・との利力II.うことでi-上歳いも入L(.､ものであると。

非鳥,§ :､そのもの。そ．拠裁，入職'て‘うる以上，生寄れ、生きて、死に至る(?)以上．
避けられない，その人崎ﾙ〕;型'もたる目辱、 i"錨イあるよう庭思われる‘.｡いわゆる’
入京に“．嫌々と蓬･え》f、いよう､なことゞであるの……私にと-って，それは，宿命
的たものであったつあ冨!r､.'!tII,ある瞬跡それを謙恥灼友ものと‘超造寸る気も
なく．道適してぼた。 ラr'､:7F‘その?苫とを． 臆..i"-3,定めに.幾嬢‘敢えて魁をつ
くという‘ 目己逃涯的な二 ，衿果筵ﾙﾐいては‘ a己仰賦約行勧、行為をしたことか,。
姥承ることを，灘に7.窪と;こる》晶・ら． 秘､鯰‘何本もの粥‘，で生きて章た。煙にむせる

日,：《・不意；て土､と-;雪兵もごラム.愛の,IX噂､がた護らなかった。そ･ﾝ)線ごとに，私は。悲
リーい非人間的変牙をつづけこず: :‘昌夫らに獣うっ -として，その錯走の中に‘今の私
の窪が樗かび上がり． はてば，耒表〃>ざ、妻もひろがるように見える。私のあら
ゆる行弱ﾉ．行為，笑b､‘顎!=みの『『:にろ．5共通した鶴があることを，わかった. ．
わかってくれた人が例人いるであろう。

私唯，総かに，その肉をも罪にg弛めた時』堕ちた。そして．その刹那．私に

かさ亨却た宿命3''な潟を何却に腿.蔽するかではなく，何如に告白するかになった。
その告白の衝動こそ，生きることであると思う。相対的関係に齢いて．本質的た

ところでは，酷似している生と死……･そ･のせっばつ蓑った境地こそ………。

我々は．生きているから．生きているのではない。そして，我左は生芦ること
は．いわゆる普遍的生物学的見解に兵ってなんかありえない。そう．あうてはい

けない。無気味な何かが，忍びよる平和なこの社会の中で．ただ“息をす.る”こ

とが．生きることであっては，全存在に於いて，いけないのだから。

､72E-1 K234 K.K.(高2女子）
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『あわれな小羊のたわごと』

2年2組8 1番

R先生はイヤミである。これは単に私の主観ではたく． もはや2年生の間の定
評であるし｡ R先生ご自身でさえ認めていらっしゃることだ。今の2年生はほと
んどとの高名なるイヤミ氏のあわれた蟻牲者であるが．中でも我クラスのM君な
どは．狼の前の'j､羊の如くたえずいじめYかれているので．授業中も極力先生の
視線を避けているようである。授業に熱心で。 H､R』對係のことにおいても人一倍
理解のあるR先生だが． との悪癖がある限り・先徒に恐れられるのも鉦理はない
と思う。かくい‘ﾗ私も．M君を筆頭とするブラックリストの最前線の方だろらL･
荘たえん注帳でも要注意人物であるので。 R先生を敬遠したい気持においては人
にげけをとらなか-、た。 2学期の中間テストのある日・先生は私を試験後の日照
日に．山登りに誘ってくださった。愛つと山で.｢今度のテストで進級不可能は決
定した。これも日頃勉強しすぎたせいでしエうれえムフプQ｣などとさんざん血祭
りにあげられるのだろう． と嘆鳶ながらも・覚悟を決めて同行したのが．今にし
て思えば私とR先生の運命の別れ道だったのであろう。この日．私は山で成綴の
ととにはいっさい触れぬばかりか御自分の学生時代のこと性で楽しく話してくだ
さる丑先生を見て、私は大いに意'外に思っていた。帰り道．私はたあいのなし､話
をしながら歩いていたが・黒暮を垂れ，法事でもしているようすの家の｢iilを漁っ
‘た時私は先生が一瞬ロを閉じ・チロリアンハットをとって．その家に向かって
目礼するのを見た。私のR先生に対するいっさいの観念をくつがえされたのはこ
の時だった。それはほんの小さなエチケットであったにちがいない。しかし． あ
誉りにも私達が忘れている． しかも人間にとっては忘れてはいけない大切な感情
のように思えるのだ。 ‐

私は．あの一瞬のR先生から・ う注ぐ言いあらわ寺ととはで愛をし､が.何かし
ら唾生きる盗勢”というようなもめを学んだよ‘うに思う。先生は．私達に勉強を
教えてくれる存在であるが・人生の先蒙という意味で、先生を受け入れる態度も
注た’現在の私達にとって必要なのではないだろうか。先生の人間性にふれて．
そ‘?､先生を尊敬したことで．改めてその先生の授業に情熱を燃やす． とし､うよう
なことがあっていいと思う。黄たその・先生と生徒の人間噸係． といらところに．
唾単調”だとか唾無味カンソウ”だとか言われるとの高校生活をくつがえす糸口
‘を見つけることもで薫るのではないかと思う。

今日もかわらずR先生は・ ・あの毒舌で。かわいそうな'j､羊達を不安におののか
せている。が。今の私には，先生のイヤミとあの“耐え笑い’'（元1年3ホーム
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4倫社自己展開学習の今後の課題
1

勺や､
" ‐ 叩 一

公開授業の際に発表した4人の生従は．シュプランガーの人間類型につい

ての自己判定（その管科と方怯についでは.別の織会に発表したい力鳥 「人

間を考える｣(p､13． 2 】参照）の使用によってクラスの中で具体的に生従

は自分の型を学習している｡)で。宗救型科学型.社会型．芸術型を示めし

ている。この他に、いう叢でもなく（政治型と溌涜型の類型があるカミセの

生従は’ 0妬位である。今玄で行って来た実態調査からの慨況では．本校の

場合は．社会型と芸術型が共に20筋以上で両者で50籍を超え．科議型と

宗教型が1 5錫－20弼でこれにつぐという魏曲を示めしている。このよう

な具体的な調査を教室で共に学び集計することによって．集団の中における

自己の位置を考えてゆく手がかりを指示することができようJ汝自身を知れ」

という命題が単に抽象的な理念や説教でなく、具体的な事実を通して実感と

して築団学習への参加意欲を向上ざせつ》． 自己の世界観育成へと指導され
む 6 4 ‘

うる。さらに．倫社自己展開学習ではソシオメトリーの実癒と世界観の類型

の学習の際にも同様な集団的な人惜)類型の学習が企図されている｡_この兵う
､？ *

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

を社会科学的な技法の導入により． 自己展開学習の理論.実践的展開として．

今俵． 「教育工学」的方向への発展が期待されうるのである。

育英倫理．社会研究今の公開授業として育英工業高専で行われた東木忠彦
一 ｡# ． 、 夕

氏と木戸能史氏のすぐ．れたチームワークによる「教捜・学習過程理論から見

た目己展騨学習に関する一考察」（ 1 972．…J0． 1 9． ）は誠に唾f期的．

を学習理論と方法の具体化であり．参加者一同に多大の感銘と興奮を無お

としたのである。両氏の業績に最大の讃辞を呈すると共に今後のご活鰯とご
･ ヤ ■

教導を願う次第である。
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＜研究授業報告＞ ;… : .s. #:Fi

『自己展開学習の実践と課題』
育英工業高等専門学校東木忠

1 自己展開学習・

彦
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撫自己展開学習にお､いては．生徒の「作

業」． 「発表」が. より効果をあげるた

めには． より一層のIjeade･rshipが

要求される。それは主に．簡潔で印象深

い「導入」．開放的な雰囲気のt;とに行

われる「助言」．嵯徒の可能性を引き出

すための励ましを中心とした「識評」の

形をとって発揮されろ。その際．常によ

りよい． より身近かな．そしてより豊か
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(教師の）
側から

(生徒の）
側から

黙

"Imageを提示するように努めたいと思う。このために，文字を中心とす

る文献のみでなく，写真･ スライ腿．カセットテーブ． ヴィデオテープを度．

視聴覚的管料を●‐準備する必要がある。それは．教師が準ｲ繭するだけでなく、

生症にも。資料収集をさせると． より効果があがる．であ・ろ． ‘).。
． ． ： ．

2 Feed-back (再教材化):"． ：

］

イ

I

’

1

表・熱告(Repo.r.t
争 寺 の

向づけ・深化・激励（ 」画厘estion)

．こうして・教材に．生徒の学習活動の成果を加えていくことは． 自己展1劉学
､ ひ ｩ . ｡”､ - 』

習の展開の中で．当然の過程として． くみと妾れて行くべ芦であろう。自己

展開学習の為のヒント集として編築された教材・ 「人間を考える」（育英倫

理社会研究会編）は．常に教師と生徒の相互の対話． Feed-backによっ

て． より新しい資料を再教材化し，発展させて行かなければならなし､と．考

1

〆
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える。こうした考え方は‘その前提として．生徒が常に変化しうること。

注た実際に変化していること， さらには.生徒の変化に対応して.教師もJI
たゆみなく, より高次の験態に自己を変革して行かたければ…ぃこと
を．ふまえているのである。 （との点については木戸能史氏の論を参照）

e作業内容例

今回の公開授業においては、特にGrouPrdiSCussionを中心にし

て．研究してみたが． このGroup~disc"Sionをいわば触媒として．

読報: ．思索・作文（エッセイ

調査（ リサーチ） ・劇化

鑑賞etcの作業を有機的に

結びつけるよう努力して

いるつもりである｡

この中で．特に学生の

作業内容を深化するのに

大重を効果があり． しかも

競近見落されがちな「沈思。

V

’

を強調したい。倫理教育の要点は．やはり「思索への手引芦」ではなかろ ：息‘； : ･･. 。 ：. ・ ・
ウ ｡〃 ･申. ﾀ ﾛ

うか｡

4板書例 ‘

板鱒は・教師と生徒との対話のポイントを，簡潔に． しかもダイナミッ

クに表現するのに適している。今回は特に、電気工学の学習からヒントを

得た「ブロック●ダイヤグラム」を作図してみた。このダイヤグラムも．

「行動」の一字から．前後に枝葉が伸びるように発展したものであり．授

業中に生徒たちとのやりとりの中から．その骨格が生れたわけである。さ

らに生徒たちが毎時間提出してくれるDiscussion-reportの中か‐

ら,生徒らしいユニークな表現をひろってFeed-backLたものであり、0 .

さらに今後も発展して行くことが期待される。
I
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＜教師と生徒との対話により生室れたブロック・夕・イヤグラムの一例＞

1
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M
5自己展開学習，再教材化における教師像

一以上に述べた自己展開学習． ならびに再教材化の提唱は．単に生徒の学

習意欲促進のための一方法論であるにとど篭らず，現今の教育のあり方．

学習のあり方に対する根本的な反省にもとづき． ソクラテス‘孟子． キリ

ストのような教師像を描いて．我々教師自身の自己変革と自己実現を促す

ものである。

’ すなわち・ ソクラテスの如く、教師からはじめて， 自己の無知を自覚し、

生徒に鯨潔でう奮い質問を投げかけることにより,教姉と生徒間にさらに

藷た生徒同志の間に.も問答を掴起・展開し,対話の中から．共に真理を発

見L・追求して行こうとするのである。 （問答法.産婆婆）
－64－

1
ｒ
副
副
ｆ
ｑ
寺
詔
詔
叩
詔
貼
●
●
●
咄
●
鞄
ｑ
叩

Ⅱ
４
．
ｍ
・
・
・
・
由
。
．
・
・
、
１
１

も
Ｌ
■
．
．
。
．
。
．
．
．
．
．

1

｛

’

1

1

；
： ． ： :. . . ． ..． ． ．...． ． ． . .． ．叡薯:::;鶇: : ::i::乳;沖:蕊: : :: 、 ％
.. ::: ::....:.. : : . ．.. .. :..． ． . .:. .:･贈モ:...... ． ... . . ．． . . . ．. ． ：

総灘灘蕊蕊鯉鐵謹選錘鍵塾埜 一ロー ‐ 三一‐ ・奇r-出与土ニニュー千里一一一一一￥ 一



、

〃

また・孟子の如く、一見無気力に見える生徒の中に眠っている．錘限に

近い善なる可能性を信じて．それを出来るだけ大きく引き出してゆこうと

するのである。現代のカウンセリング的教育観に立てば．教育の目指すと

ころは。 自己認識→自己変革→自己実現である。活子によれば． 「-万物の

道理は，みな目分の本性にｲ備わっている」のであり、 「自分の本性を知れ

は．天を知る」のである。 （自然法思想）

蛾終的には． キリストの如く人格共同体の埋設をめざして行こう．少な
く

くともその卸j盤をつくろう． というのが自己歴I革学習のねらいであろう。

公害と疎外に悩む現代社会において．われわれ教師に課せられた使命は萱

さに・ との「学ぶ者の人格的な共同体」を形成することではをぃだろうか。
0､GDf

（兄弟愛）

ら発展的まとめ一一一これからの研究課謬

鍛近の倫社の授業形態としては．以上に述べた自己展閏学習．再教材化

の線を採用することにより．以前にくらべて． 「曲1白い倫社」のキャッチ

フレーズに．一歩づっではあるが．近づきつつあるように思う。そして、

日頃の授業体蟻を漁して． 蚕す交す自己展開学習を．単なる新奇左方法論

てあるにとどめず． しっかりした.豊かな人生観.､世界観に裏づけられた

教育・学習活動にしたいと念じている。蚕た･その教育・学習活動という

ものは・本来．非常にdynamicな．発展的な人生観．世界観であり． 日

日成長してや注なし､生徒の生活に密蒲したものであってほしし､と思う。

このような期待を荷って登場した自己展開学習の全体を図式化して．生

徒に紹介するにあたっては． ティヤール尭卜・ ・シャルダンのいわゆるキリ

スト教的・宇宙論的な進化論が． 蚕さに絶好のものであると、鎧近考える

ようになった。シャルダンの思想は．用語からして．やL難解ではあるが．

科学と宗教の両次元を見事にふ浅えて:お､り．広く多様な世界観の底辺から

出発して． しだいに円錐体状に収敵して行くさ蚕は実に雄大である。授業

中・ とのパターンを借用Lて･現代の混頓とした世相から説費おこし． し

萌

’

’
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だいに宇宙的な次元において。統一的な世界観が収束して行く過程を描

と．生徒もとのdynamic.を世界の流れの中における自己の存在と活

の役割りを想い．探究心が旺盛になり，興味のつきるところを知らない

＜円錐体による，世界の図式化の素朴な試み＞
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＜研究報告＞

『教授＝学習過程理論から兇

た自己展開学習について』
－教授メディアとしての資料とフィードバックとしての再教材化一

育英工業高等専門学校木戸能史

1 ＜教授＞→＜学習＞→＜教授＝学習＞

従米授業について研究するとき，何をどのように教えるかということ

が常に問題となって来た。今． “どのように”という点を取り上げるとす

れば．古くは教える側からく教授法＞が唱えられ‘戦後コペルニクス的転

換によって学ぶ側中心にく学習指導法>と変った。しかし近年.＜鋤＞
砂へof

過程の研究が多方面で進むにつれて．＜教授＞とく学習＞を独立に考える
◆ 巳

のではなく、相互に右機的結合としてシステマティックに考えるべきもの

としてく教授＝学習＞という言葉が授業構造を表わすために用いられるよ

うになった。鎧もこれは「目明」なことであり．学ぶ者左く ！_て教える者

なく。教える者なくして学ぶ者もあり得ないのである。‐

とsで.前稿の東木忠彦氏の研究授業を私なりの立場(教音工学)でそ

のく教浸＝学習＞過程．即ち授業の形態と僻造を考察したいと思う。 ‐

2フィードバック(Feedback)理論

東木氏の稿，その②にフィードバックという言葉が使われているが． こ

れについて説明を加えたい。元来フ.イート・バックとは工学用語で．特に

1 940年代から自動梯械の発達．サイバネティックスなど新科学理論の

発生に伴ない史上腱現われたと思われる誤1)即ち,フィート.("ｸと瞳あ
る瀞械を予定の行動によってではなく実際の行動に基づいて制御すること

で｡例えば暑い日に人間が汗をかいて体を冷やすのは．あらかじめ定めら

れた現象ではなく､体が暑さを感じとって（現実の作用によって）脳に

喚汗を出す”命令を発するよう要請し・ （橘報が帰還し）それによ.って皮

浦は発汗して体を冷す（制御する）ことで．体にとって有効な働鷺を行う

－67－
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撒櫛となる。

その後． このフィードバックなる言葉は工学のみ左らず・生理現象・社

会現象など広く用いられ、精報を媒体として作用しあうところすべてに応

用されている。教含もその例外でなく、＜教授＝学習＞過程においても・

との観点から考えてみたし､。

S "教える鰹‘について二つの用法:：

…。教える｡"という意味には二涌りの用法があるといわれる。一つは。意

図的用法( intensional-use)でありj他方は成功的用法(suc-
注(2)

cess-use)である。前者は図lのように．教師が生徒を変化させよう

－1

1

1

と意図して生徒に働営かける

ことであり6生徒が実際に変

ったかどうかは不明である。

これに対し後者は図2のよう

に・教師は生徒に意図的に勵

芦かけて実際に牛徒を変える

ことであり．しかも教師は生

徒の変化をフィート・バックに

よって知り・次の有効を働き

かけを行うわけである。前稀

図1 預図酢1用方
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の①自己展開学習の図においても教師からの導入．助言．講評という意図

的働きかけに対し・生徒の作業．発表が教師にとってのフィート･バック縞

報となり｡それぞれ次の有効左学習指導を行うことが可熊となる。従来の

知識中心・思想史溺義式の倫社は図1の意図的用法に他ならず．生徒がそ

れによってどのような変化をなしたかは不明であり． もし生徒が倫社に拒

否反応をもっていると鳶は。教師は単に教えたから彼らは学んだはずだと

錯鐵しているに過ぎないという悲劇が起きる。
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4東木氏の授業展開過程

． さらにこ＆では束木氏の授業展開の過程を分析し、教授メディアとして

の箇料の勵鳶． フィードバックによる再教材化について考察してみたい。

今．それを図式化すると次のように表わし得る。
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図3において．教師は①導入によって生徒に働きかけ彼らの興味を引か

せる。学習の勤榔づけ理論からもこの段階は重要で．内容の粘選．問題の

明硴化．十分左沓料の用意、 薬用左メディアの活用が重要である。しかも

学習者のレディネスも考え、彼らの蝿解できる表現方法を考慮すべ芦であ

る。実際に我々の使用テキユトである「人間を考える」:についても本文の

文章にはかなり悪腫な専門用語が使われているが．現代→子は特に抽象概

念を示す言葉の理解が苦手であることに留意しなけれはならない。次に②

作業については．詳しくは前稿を参照して頂掌たいが． グループ．単位の学

習行動により．各自の能力差が浦をわれ．他の生徒との交渉によって自己

の発見と蝿解．他者への理解と協力が生斐れる。そのためにグループ編成

は適当な人数でしかも絹合せ方が大事であるの東木氏の場合は5－7人錦

成で．組合せは生徒の自由としている。

次の③の助言であるが、作業の段階でグループによってはその学習活動

ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
Ｉ

戸
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が停滞したり。方向を見失っている場合があるので教師は机間巡視や繍足

提示により．生徒“援助圏する。た暫し“援助“するのであって“教える“
注(3)

わけではない。その結果④発表ではグループ単位に作業の結果が発表．報

告される。これが第二段階のフィードバックであり，それに対しC識評が

-なされる。これは教師により常に激励の形をとって行なわれる。学習心理

学の立場からも自己の行動の結果に対する反応の速さとフ･ラスの刺激（学

習者の学習行動が促進される）はその次の学習行動に対して強い動駒づけ

となることは明らかである。これらの過程を経て後⑥'/ボーI､提出により．

生徒の学習の成果は教師に翰告され館三段階のフィート･バック'と江る。 と

れらは多様な形（レポート． エッセイ．調奮費料等）をとるがいづ剥しも砿

要な教授資料と童り得る。姑沢氏の授業にお､けるエソセイの利用もとの典

型的事例と云えよう。表題の＜フィート･バックとしての再数材化＞とはこ

のことである。最後の⑦サジェスチョンは問碩をその場限りで終らすこと

なく次のより高く-． より深い次元に発展するとう方向つけ註与える。 と.う

して生徒はα自己展開図してゆくわけである．一方．教師亀他教師との交

流を通じて（似;えば公開授業．研究討論．ティームティーチング）且つ生

徒との教授＝学習関係の成立の上に必然的に“自己展開遡せざるを鴇‘なく
なる。

ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ

5 カウンセリング的裁育観について

′図4にも示されるように．実に教師と生徒間には七つの矢印（作月i )が

交叉し、 このような緊密なI潟係が成立することによって両者を包む環境r

rejationshipはさらに両者に影響を与え． より雷の高し､次元へと発

展する。この変化を図示すれば図5のようになる。

昂的平面において教師と生徒の相互作用（フィールト・バックルーブ）に

』:り成立した関係は次第に緊密になり（カウンセリングにおけるレポート

の状態で量的増大の過程である。ついにある点で質的に転換し・生淀は自

己認識に至る。

＝

ヂ

’
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唾電

庫壹
自己認識の平面におい

ても再び舗的にそのI對係

は増大し彼に自己変革を

必然的に促L｡ さらに次

の次元に達する。こうし

て、ついには自己実現へ

到達した生徒のみならず

教師も．共に人間存在の

小

１
１
質
的
段
階
（
人
間
形
成
）
、
、

自己変革1 ↑

工鉦三虹
自己認識I l質的転換

蓮壷三 う室塾二lL了･言びを忠ぜずにはいられ丁．

I－－－年一一』･･ ･一一・一

＊いであるう｡この趣帯l … &錨噸儲)…hio
こそ自己展開に他ならないと筆者は考える。 ･

即ち． これは決して教師が生徒を変え得たのでもなく、 童た生徒が自分

自身だけで変ったのでもなく両者の関係rejaiionshipの形成する

環境が両者を変化せしめたといえる。 （これは成功的用法ﾚｰよる教え方の

概念よりさらに発展した考え方と思うが）自己認識から自己実現に至る過

程はカウンセリングの理念に他ならず． このとき数師のとる.べ.き姿勢とし
注(4)

てはロジャースのカウンセリングの三原理を借伝Iしたい。即ち‘ い生徒と

の共感，,“生徒に対する積極約尊敬”“生淀に対する卒直な自己統一”で
寺

ある。以上暦越なからく自己展幽学習＞について私見を述べさせて頂いた

が．私自身． 日頃教育現場にあって悪戦苦闘している一人であり．経験の

豊富な諸先叢先生方の御指導．御鞭漣を賜われば筆者の望外の喜びとする

ところであります｡ （ 48． 1．8 自宅にて）‐

参考文献 注('） ウィーナ 人間榔械論、 みすず書房

注(2) 沼野一男 教育工学 NHK

注(3)伊東博 援助する教育 ， ： ・ 明治図書

注(4) 中沢次郎 学校カウンセリング誠信書房
の理論と実際

I

｜

’
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＜第二分科会＞ （思想の源流）

グループ柵究の一方法

「ソクラテスの弁明・クリ トン」を使って

』

都立江戸lll高等学校海野省治

はじめに

都立江戸lll高校に勤務してから今年で四年目である。簸初の年から生徒が

龍動的に動く授業形態を取ってきた。昨年迄は思想家別のグループ研究及び

発表であった。昨年度は特に畜科を中心とした研究発表を行ってきたことを

ふ童えて．今年度は「弁明・クリトン」をグループで読みかつ発表させると

いう形態をとることにした。当初の予定を大巾に上回勾て七月から始めたと

．の授業が。 注だ－月現在終らずにいる。今年度の授業はソクラテスで終って

L雷いそうな雰囲気であるn以下の論文において．私は何故こうした形態を

とることになったのか．材料として適確であるか．具体的扱い方，生徒の反

応､及び扱い方の問題点を明らかにしていこうと思う。

1 形態をこのようにする迄及び準備段階

過去三年間に渡って． 7－1 0のテーマでグループを作り．研究発表を生

徒に行なわせて芦た。しかし．その間に出て芦た問題点がいくつかある。以

下列記してみエう。 ．

①事前の説明が十分な内容の理解となっていないために必ずしも自主的

選択にはならぬ。

②クループ･によりかなり人数の凸凹がで芦．極端なときには’－1 2名

位の巾が出てくる。従ってグループ研究とは言えなくなる場合もある。

③グループが出来ても研究内容を完全に分割してし亥って． ビ1分の分担

部分しか理解してない‘キリストの生涯は知っていても． キリスト教につい

ては知らないという如く。

④クループ内で話し合って準備せよ． と言っておいてもそれを行おうと

－72－
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鱗
Iﾊ」

する意欲あるメンバーがいない限り．事前の生徒間の打合せがなされない。

⑤内容それ自体がむずかしい。著作中心にした場合でも思想内容を限定
． ． 、 ：

して研究することが悶難であるために．結局総花的になってし室うら

⑥聞いている方は研究者との落差が大きいために．何をどう勘いたりd .

質問したりしてよいかわからぬ。聞く耳を持たを<､なる可能性がある。

⑦グループ･の中でほとんど研究をしないで終了するメンバーがいる。

⑧出来が悪い時に教師があ誉U口を出してしきうと生従にはマイナスの

効果をもたらし．やる気を叢寸背すなくさせることがある。

⑨揃足説明を教師がやらねはならぬか．結局初め郡ら説明しなおされは
、 ､

ならない場合がある。
P

，‘ 等々である。勿論長所もあるわけであるが。 と》ではふれないでおく。何

故とうをるかとし、う理由であるが．一般的にも言えるとは思うが｡私の検討

した範囲では．江戸lll高校の生徒の状況によるのも多いと思った。すなわち

生徒は研究するということがわからない、思想の審物を読みとる力を董だ持

っていなし､､、思想全般についての関心度が低い、じっくりと勉強する訓|練が

できていない、メモを取りながら（ノートを取りたがら）読簿する習慨がつ

いていない、等々である．全般的学力は良い方である？しかし勉強の習慎か

ないわけである。こうした状況の江戸高生にぃ戎をりさ雀ざ言を思想をぶつ

けることは．木に竹をつく-よ‘うなものであると思った。そして又私の頭にひ

らめし､たのは、 「教育は地域の実情に応じて達成されれはならない」という
、

ことであった。以上のようたことから今年度「弁明・クリトン」を扱うに当

って考えたねらいは「一つの思想をじっくりと腰をすえて読み・理渓する」

ということであった。生徒に買わせた材科は岩波文庫版である。これは現在

市販の訳本の中で値段が安かったことによるのだが・訳本としてはもはや古

典であへて．多少値が高くなっても識談社文瞳あたりが読みやすい。生徒の

中には二冊用意している者も現､在いる。とも角主として岩波版であったので．
I ．

？………………
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、

卜を作って予め配布しておいた。もう一点プリントを配布して十分な説明を

加えたのはノートの取り方ということである。一つの参考例とし、うととでノ

ートの書き方を以下のエうに示してお､いた。

ー

I

［

「

し ~」
I

上記のことと共にプリントには原則的なノートの使い方を記し｡ついで私

が現在用し､ているB6版カードの解説もつけ加えた。そして説明の際には私

の使用しているものを生徒に示しておいた。現在・生徒の中にはカード式を

採用している者がいる。 ’

2弄表迄及び弄表

グループは6－7人とLて． 7グループ・つくり． メンバーはこちらで機械

的に作った。又「弁明及びクリトン」は7つのセクションに分けて分担させ

た。 7つのセクションは以下の涌りである。

A 「弁明」(1)､"-00( 1 7a=23c) B⑪－00:( 23c-28d)

C⑰一鋤( 28e-38b) D鰯一四( 33c-38b)

－74－

篭

灘

弁明(1)

玄とめ

疑問点

解答

告白者は雄弁だが何も真

実を語っていなし､。私の口

からは………（以下略）

(1)告白者とは誰か。

(2)pl3の「それ以外のこと
，

を期待するな」とは

(1)メレトスら ◎

(2)思いつく蚕＆のことばマ

語ること以外をというとと。

１
１

’

〔右頁は授業中の耐充ﾉ月にあけて

おく〕



灘

|,l .

E四一"( 38c-41c) F「ク．リトン」(1)､8)( 43a-48b)

G (9)－⑰( 48b-"､54e) 平均して1 0頁。

次に具体的にどのように資料が利用されるか示しておこう。ここでは紙面

の都合で「弁明」の（ 19）を例にとる。以下岩波版の全文である。

『私がた図巡回しつつ仙人的にかかる忠告を与えてそれで忙しがっている

のみで．敢えて公に多数諸君の前に出て献策しないのを.､不思議に思う人も

萱た恐らくあるであろう。しかしその理由は．諸君がすでに幾度か．到る所

において．私の口から聴いたところである。それはすなわち私には一棟の神

的で超自然的な徴〔声〕が現われることがあるということである。しかもそ

れは実にメレトスもまたその訴状の中に噸笑的に言及してい・るところなので
、｛ ､r

と ．

ある。これはすでに私の幼年時代に始まったもので．衷に一種の声が聴こえ

てくるのである。そうしてそれが愛こえてくるときにば．それはいつも私の

為さんとするところを諌止するが、決して催進することをしない。これこそ

私が政治に携さわることに抗議するものなのである。Cかもこの抗議はしご

く当を得ていると思う。というのは． アテナイ人諸君．私は諸君に断言する。

私にしてもしっとに政治に携さわっていたならば．私はもうとくに生命を失

ってし在っていて，諸君のためにも私自身のためにも何の稗益するところも

なかゐたに違いないからである。今私が真実を語っても怒らない．ように職い

たい。諸君に対し， 蚕たは他の民衆に対し敢然抗争して．周家に行なわれる

多くの不正と不法とを阻止せんとする者は．何人といえどもその生命を全く

することが出来ないであろう。むしろ．本当に正義のために戦わんと欲する

者は． もし彼がたとえしばらくの間でも生きていようと思うならば．かなら

ず私人として生活すべきであって.公人として活動すべきではないのである｡』

o第一時限に行うこと。 （教師が発表グループ・に）

①難しい語句の説明． ここでは超自然的な談諌止．稗益．正義素ど。

②内容のまとめ． 「夕・イモンは．私に昔から否定的に働きかけていた。こ

のことがソクラテスをして政治に携さわることを防げているのである。人が

1

’

鯉

｜

’

｜

’
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本当に正義のために戦おうとすれば‘一市民として戦わねばいくつ生命があ

っても足りないであろう」

③繍足説明こうした考え方の根本に当時の政治的状況．社会傭勢のあっ

たことなど。

、o第二時限に行うこと． （発表）

．①内容の蚕とめ（発表者が行なう）． 「私には一種の神的で超自然的な声

が現われることがある。それはいつ鴫私の為さんとするところを諌止するが

決して催進することをLない｡私が政治に携さわることを抗議するものであ

る。抗議はしごく当を得ている。政治に携さわゐていたならは私は生命を失
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ってし雀っていて．諸君のためにも私のためにも何の禅益するところがなか

ったろう。周家に行友われる多くの不正や不法を阻止せんとする者はｲ可人と

いえどもその生命を全くすることができない。 」（堆徒のノートより）

②質問・疑問点（発表者に対して聞き手が行う）

④「私人とは何か．公人とは何か」
～ ‘

、『ダイモンのたく･いはどのような形で受けたの力.」

③解答（発表者が行う）

④私人＝一市民，公人＝政治家

、く･しやみといわれている。

以上のようなくり返しが．友される。一時間の授業の中で上記の各々の時

間は・ 10分－30分である。発表の過程で一つの疑問点をめ〈･ってグループの

中で意見が対立して謁論となることがあり．質問を沢山用意して発表者を照

らせてやろうというメンバーもLはしばみられる。叉教師の方を悩注せるよ

うな瀞問や。考えてもいなか今た深い質問の出てくることがしばしばある。

2． 3例存あげてみよう。

雷問1． （12）のところは．青年を善導するというテーマである。との内

で馬と調馬師の例から青年と導き手を考えさせるが．馬と青年と結びつくか。

衝問2． 「弁明」（27）で．追放の身になるてもJr結榊な生活」といつ

， －76－
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が｡ これはどういう意味か。 ．
1,1

ている

質問3．死については不明であるはずなのに、 （32）で幸棉だといってい

る。これは矛盾するのではないか。

友度である。こうしたかなり突っ込んだ質問が出ていることは､かなり身

を入れて研究している者がいるといえよう。

S生徒の反応

との形式で捜業を|斜飴するに当今て．具体的な進め方については十分な説

明を加えたが．基本的左ねらいについては・譲明はあ誉り行友わなかった。

てれは何故か。注だ． 目的を説明するのは早いと考えたからである｡抽象的

に．前もって説明されるよりも．実際にやり左から生徒が自ら疑問を待つよ

うにたったときに．説明を受ける方が.実際的であると薯えたわけである。

7月から9月にかけて予想通り・次第に疑問を投げかける生徒が多くなって

きた。 「何故こん左にむずかしいのをやるのか」･ 「何故こんな古いもの麺

と。それに対して・私は一枚のプリントを配った。これには以下のようなこ

とを珠いた。

『クﾉﾚｰﾌ.学習を始めてからかなりの時間がたった｡との辺でグﾙｰブ学

習のねらいや方法について確認しておこう。ねらいは当初ほとんど説明を加

えなかったが．以下の如くである。

（1） 本を読むこと－読み方、読み取り方

（2） ノートに戎とめること－ノートの鍔き方・ 蚕とめや野間を自分で作る。

（3） グループ・内で意見をかわしながら考えること。

（4） ソクラテスの人生観を材料にして，生きるとはということについてな

どの意見矛かわすこと。

などを大まかに言って考えている。倫社、英誘・国家といった教科の区別

は．一応の分類であって特にナワ張りが菊ろわけではないと思う。結局は、

「その時間内に一人一人が膨れ位『考え方』を身につけ･考え、知識を狸得

したか」というところに学習のねらいがあるといえる○だから･一時間一時

’
I

’

｜
’

W

’

I｜

’

’
’

’

’

’
’

l
i
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鴬

間を無駄にすごせば．それだけ自分自身が損をしたことになるわけだ。一時

間はり切って参加して．終るとホットする授業でありたい。

方法について

(1)今の形ですすめる。

(2)全般的にノートをきちんと作りあげている人が少ない．七の時間に進む

範囲はノートができているようにしたい。

(3)ノートを友人から借りて写している人は鎧低でああ。全くイロIの値うちも

ない。 う藷く毒けなくとも． 自分で譜くこと。

(4)ノートは時々出してもらう。不備な点などを赤ベンで記して返すので．

読んでおくこと。又感想や授業の批判などもそえてくれるノーいい。

(5)ノートの余白（右貞）には何か霧く工夫をすること。 ex･授業中の友

人の質問・解答・ ポイント整理．そのセクションの感想等

(6)時間内に終了したグループ．は． ノートの幣理や話し合いをすること。

(7)授業の始る迄にグループ･学習用の座席を設岸しておくこと。

以上のような点に注意して進めていこう。授業についての舜問はいつで鴫

受けつけます。

生徒の中にはかなり真剣に疑問をぶつける者が幾人かあった。その者とは

徹底的に話をして理解を求めた。全般的に上記のフ･リントを配布して陵．生

徒は動きが良くなったようであった。ノートは随時提出させたが． ノートの

点検の際に。特に目立つ点は｡辱問点を全く持たぬ生徒がいたことであり．

他は・ 左とめの文章が。原文の切りバリ細工であ-つたことだ。後者について

は。 「自分の文章で注とめよう」という注意を与えてぉ､いた。

さて・ 1 1月下旬に期末考査のことについての連絡をした。形式は,l､満文．

枚数原稿用紙8枚以上， テーマは。 「ソクラテユの弁明を参考にしながらソ

クラテスの人生観についてあなたけどう考えるか、自分の意見を注とめなさ

い」ということにした。授業態度についての自己評価をA－Eの5段階で書

かせ， あわせて授業についての批判．感想等を求めておいた。以下2． 3感

1

1

－78－
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想を聞いてみよう。

「鮫初との本の内容がとてもきらいだ今たために勉強をよくしなかったが

特に自分達の発表を各班にしてみて． このソクラテスの弁明の底の深いもの

にすはらしさを感じた。いやだいやだといって何もやらなかったらそれこそ

どんな勉強もいやに左勺てし萱う。何でも目分から取り組んでみようという

気が交えか大切なのである。特に班学習ということでみんなもだｵ'気味であ

ったが．それだけ各目の行動には気をつけたいものがある。私達の班に説明

に来てくれる人にもめいわくをかけ、本当に悪いことをしたと思う， これか

らはしんちように班学習をしていきたいと思い蚕す。 」（男子）

「二学岫は． 自分では倫社にずい分取り組んできたと患ら。こういうむず
ﾄﾍQf ~

かしい本も何人かの人達で話しあい．疑問を投げかけ宏がら読みおえたこと

は、 自分にとってフ･ラスに左った。一つには他の人達の意見などを通して､
う ﾞ 、 、

その人を知ったことです。わたしは内向的性格ですけれども，倫社の時間だ． ．． ！

けは． 自分の意見も．質問もいえたし． 蚕た人の話を聞くことにもなれた。

4､う一つは内容のことで．最初はどう読んで． どうノートしていいのかもわ

からず．面白くたか→た。でも他の人の質問を聞いたり． 萱とめを聞いてす

ごく参考になって．やる気が出てきました。これによってグループ学習の価

値というものがだんだんわか勺てき蚕した。 」

以上のよ‘うな評価を与えた生従ばかりではない。 「倫社はっ寮らぬ」と断
．. . -. .‘ ..、 室力． ｡:｡ 2

言している者や.「｡はっきり言って倫在ほ好きで舷いし．やる気もおこら

左かつた」と薯いた者も少数いたことも記しておかねば方らない。しかし全

体として．感想を書いた者の中ではプラスの評価をした者が多かったことは。

正直なところ私はうれしか勺た。

二学期の生徒の動きの中で, 目立ったのは中は頃から意欲的になってきた

ことである。そしてこれを如実に示しているのが・ ノートの使い方であった。

7月から始めて1 2月迄ノートを取りつづけたわけであるが。そこにはかな

りの進歩を見ることができる。始めはサッパリしていたノートが｡かなり書

１

１１
１
１
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、

｜
’

’
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鑿讓ハ

:鍵::: ::::倉込んだ.重みのあるものとを句たことである｡勿論全員がそうなったわけ：

“ ではなかったし、前にも述べた如く、 「つ護らぬものだ」と言う者もいたと
とは事実であるが。

… 弁明が終ったときに． 2時間稗話しあいのための時間を4,つたこともつい

： でに記してお､こう。これは発表班を解体して新たに六班つくり．各班には発

夛銃の内から一人は入る櫛成にしたものである。話しあいは概してう黄くい

‘ ったといえる。もっとも班によっては． シラケたムート･で終一､たところ¥､あ

ったのだが。

4中間の総括

当初の予定では弁明．クリトンを二学期で終える計算であった。しかし．

1． ノートの作製及び打合せの時間を授業中に行うようにしたこと． 2 生

徒の方が質問をかなり用意してくる者がいて縮がかかること. 3 話しが
『 ｡ 伊

発展して時間内で治斐らぬこと， をFにより当初の予定を大巾に上回ること
j 3 ..

になった。これはある意味ではうれLい悲鳴であった。しかしその一方では

’ ノート作りの時間は．打合せを併行させるために．教師の方で他グルー

プに月がとどきにくい。生徒の方は勝手にふる茜うものが出てくる． 2 発

表の時間迄にノートを作ってこをいため授業の参加度が低くなる． 3 やる

気の友いメンバーが伽のメンバーの足ぞひっぱる、 といった問題点が出てい

る。こうしたマイナス面を考えた上どの授業の長所は．以下のようなもので
ある｡

（')生徒と直接話しをかわし.議論する識会(質問に答えても生徒が納得し
ないときなど）や、生徒の考え方に感心させられることが非常に多い。従っ

てそうした対話を通して生徒の一人一人の持ち味．考え方を把握しうる。

(2)ノートの中で対話ができる。例えば授業中どうしてもわからなかった雷

問診毒いてくる｡それに答える｡そして次の織会に叉雷いてくるというよう
に。

(3)生徒同志で意見を交わせるので生徒は次第に積極的に取り組む上うになる、
－80－
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； (4)前にも述べたが.教師の方もかた･り勉強をしておかないと対応できなく
．． ， 6 ， ･ 1 0

、 ＄‐ ． ． ． ： ． 4 ．・ ・ ・ ．

なるよ埼宏意見が出てくる、以上のような点である。

こうした授業形態での一番大きなデメリットは。他の諸点の思想に直ﾖ妾ふ

れる織会が非常に少くたることである。でも私は。一つの基本思想を学べば

そこにさ蚕ざ交左テーマ、問題が含み込董れてお､り．関連ということで他思

想も与えうるし．一つの思想を堀り下げて考えることが，他の思想の内容を

目分で学ぶ際に必ずや参考になると信じている。従今て今の段階ではこうし

た授業形態も許されてよいものでは左いかと思っている。全体として､自画目

賛に終ってしまったようである。かなり差し引きして読む必要があるとも思

う。今年度は左だ終っていない。現在は「クリトン」に入.っているのだが、

今年度が終勺たときにもう一度改めて検討をしてみる必要があろうかと思う。

絹職判.、御意見があれは是非お聞かせいただきたいと思う。

雄俊に生徒の'|､論文の鹸後の部分を引用しておきたい。

「私がソクラテスと対面して何を得たか。それはあ在りにも複雑で筆舌に

尽せぬ限りである。が私の心の中に実に鮮烈に印象づけられたのは. 篭ぎれ

も凌い事実である。鋭い語調と．見過しがちな問題点を単刀直入にいい当て

系のに多少の当惑さえ感じられた。ソクラテスが・語りかけているのは・彼

の告白者達やアテナイ人達に置きかえた我々ではないかと思われてくる程で

ある。彼の思想は私の人間形成の上で一つの良いヒントとなった様である｡

被ソクラテスの対面に成功したといえよう」 ．
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荘子の相待観的世界観

東京教育大学附属高等学校 月ll 府淳夫

思想の源流のなかで中国といえは儒家か道家ということになる。なかでも
孔子は従来鎧も取り上げられやすい思想家であぅた。それはひとえに『論語
に負うところが多いと思われる。古来日本人は『論語』を愛してきたし､今
もこの書は多く読注れている。 『論語』からしかるべく抜粋した管料を読斐
せれば．授業はそれだけで意味をもちうる。これに比べ道家の1i#は難解であ
る。 「道」といっても左かなかピンとと友ぃのがふつうである。思想として

は儒家にひけをとるものではないが． これを生徒に理解させるとたると，手

順があ叢り研究されてい友ぃのが実情ではをいか。そこで． ここでは荘子の

基本的な考え方一仮に相待観的世界観と名づけよう－を．昨年の私の実

践記録に垂づいて取り上げてみた。なお．私が授業をすすめていくさいに全
面的に依拠した参考図書は．原富男箸『現代語訳荘子』春秋社干I!である。
ところでこの紀要では．生徒に思想をどう理解させるか．そのために授業

はどうすすめればよいかといったことを検討するので，少々煩雑になるが・

実際の授業のあら叢しもあわせて紹介したい。授業時数は4時間．使用フ・リ
ントはわら半紙2枚分である。

＜指導のねらい＞

1 荘子の基本的左ものの考え方である「相待観的世界観」の内容を即解さ
せる。

2 相待観的世界観の理解を浦して老荘のいわゆる「道」を考察する。

3 10 2をふ左えた上で人間の生き方をみをで考える。

それはひとえに『論語』

＜第1時＞冒頭・ 老・荘について簡単な説明を行なうが． この時間の主要
友目標は資料を読むことにある。
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資料を読むに先立ち課題を板書しておく。

「荘子はどんな生き方をよしとしているのか」
､ ‘

「それはどのような世界観から出てくるのか」

この課題は資料を読んだ生淀にただちに完ぺきな答えを要求するためのも

のではたく。あく萱でも4時間の授業で取り組む目標の基本を示したもので

ある。資料はこの問題を考え､ていくさいの一つのきっかけを与えるものでし
： ‘ ．

かたい｡

次に資料の読み方では．段落ごとに生徒を指名して読童“が．二藩のﾏ．、 j ，

リントを一気に終り注で読むのではなく，適鐵に切って時間を与え・各自に

反復させることが肝要である。時間め長さはそれぞれ2－5分程度である。

資料内容にもよると思うが， この反復の時間はどのクラスでも一様に静かに

たり．各自が資料の理解に取り組んでいたようである。

次の時間に生徒の考えをきくということを約して第1時を終る。

、

ここで第2時以降の生徒との対話の意味をつかむ前提として.．取り扱った

皆料を紹介したい。訳は全部．原富男著『現代語訳老子』『現代語訳荘子』

春秋社刊のものを使用した。わら半紙2枚の資料の内容は『老子』第2章と

『荘子』斉物論の3つの寓話である。以下はそのうち後に紹介する生徒との

対話に直接関係のあるところの抜粋である。

「世の人．みた．美しいものは美しいとすることを．知っている。 （けれど
みにく

も）それは悪いものがあるからのことである。世の人、みな．善いことは善

いとすることを，知っている。 （けれども）それは善くないことがあるから

のことである。…………」 『老子』第2章

「･…………--い注は生きてることをよろこんでいるが．それが惑いでないと巳

どうしてわかる。い室は死ぬのをいみきらっているがGそれは．かえ→て幼

くして故郷をなくLた人が帰りつくおちつきさきを忘れたようなものかもし
． り がい ．

れ左いのだ。腿の姫は丈という地方の国境を守る役人の子である。はじめ晋
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